
202�೥11݄൛

Digital Audio Matrix Processor

AHM
Zone Mixer

GR4
Digital Mixing Console

dLive/Avantis/
SQ Series/Qu Series
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Mission to just keep doing it better

音には、人間の本質的な何かを揺さぶるものがあります。

音は響きを伴い、
迫力あるパフォーマンスや体を突き抜ける心地よいサウンドはもちろん、
何が起こってもおかしくないという緊張感や高揚感をもたらします。

そんな音の渦中にあって
最も要求の厳しいライブシナリオに対応できる十分な処理能力と柔軟性を備えた
直感的かつ快適な「究極のミキシングシステム」を作ること。
これこそが、ALLEN ＆ HEATHの設計目標です。

CONTENTS

dLive .................. p.04
Avantis ................ p.14
SQ ..................... p.20
Qu ..................... p.24
ME ..................... p.34
AHM ................... p.36
IP ...................... p.40
GR4 .................... p.41
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XC7I Core
最৽の'PGAٕज़を使用したXC7I Coreは、コア内にある6つのύラレルϛキシ
ングエンジンによりサンプルຖに1ສҎ্のクロスポイントをԋࢉし、'PGA 
ルーターは3
000×3
000のオーディオ・ύスのॲཧ能力を૷උ。96kHzのサン
プリングレートでଟチャンネルをۦ使するे෼なύワーを生み出します。可ม
ビットਂ౓はۃڀのਫ਼౓とϊイζܰݮをߨじ、ߴ音質と0.�mTの௿レイテンシー
を実現しています。
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多࠼なアプリケーションに
適したシステム
dLiveは、ڧ力なプロセッシングと
96kHzのߴղ૾౓でߴ音質を実現
するXC7I Coreを౥ࡌし、本֨的な
ライブやܶ場でのショーに対応できる
デジタル・ϛキシングコンソールです。

また、シンプルな#GMやձٞࣨから、
設ࢪޫ؍、設、ྱഈಊ、ձٞ場ࢪҭڭ
など、あらΏるձ場の音ڹを؅ཧする
πールを提供するサウンド・マネジ
メント・システムとしても機能します。

Surface

分かりやすいワークフロー
dLiveのサーフェスは、用途やエンジニアの感
ੑに応じたカスタマイζが可能です。シーン
やメーター、'Xなどを؅ཧするたΊのಠ自の

「ウィジェット」エリアを設ஔすることもでき、
作ޮۀ཰が֨ஈに向্します。

全入力とϛックスはす΂てのバンクやレイヤーにアサインできる΄か、入力とϛック
スチャンネルは໊લの設定や৭෼けが可能です。26ݸのソフトキーも用ҙしています。

༏れた଱ٱ性
dLive S CMaTTのコントロール・サーフェスと
ϛックスラックは、ハードなπアリングにも
対応できるよ͏ܰ量化のバランスをྀߟしな
がらも଱ߴੑٱく設ܭされています。

システム全ମのオーディオ接続にリダンダン
トが可能。ෳࡶでݫしい৚݅の現場にもエレ
ガントに対応します。また、ϗットスワップ可
能なPSU設ܭを࠾用しており、༧උిݯの૷
උも可能です。

Harmony User Interface
dLiveのサーフェスには、12インチの੩ి༰量
ࣜタッチスクリーンを࠾用しています。ϐンチ、
スワイプ、ドラッグˍドロップにૉૣく൓応し、
௚感的なૢ作が可能。エンジニアがϛキシング
にूதできるπールとなͬています。

スクリーンをิ完するのがロータリーコントロー
ルで、スクリーンにදࣔされる֮ࢹ的なフィード
バックとௐ࿨しながら、ϛキシングを૑଄ੑとଈ
時ੑを࣋ͬて৮֮でコントロールできます。

ハイグリップ・ロータリーϊブはਖ਼֬なコントロールを可能にし、機能に応じて৭が
マッϐングされたRG#イルϛネーションを࠾用してࢹೝੑをߴΊています。また԰֎
など໌るい場ॴでもߴいࢹೝੑをҡ࣋します。

DEEP Processing / Dyn8 / RackUltra/Extra FX
XC7I Coreのڧ力なプロセッシング能力により、数ଟくの音ޮڹՌを可能にする
エフェクターやダイφϛクスを内ଂしています。（→p.10、p.11）

必要に応じて

I/O拡張ユニット
（→p.28ʙ）

Networking 
Card（→p.19）

S Class / C Class

MixRack（→p.8、 p.9）

Surface（→p.6、 p.�）

dLiveシステム

MixRack
dLiveの設ఆ、制御を行うコントローラー dLiveのす΂てのプロセッシングを実行するエンジン
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必要なとこΖにオーディオをఏڙ
dLiveシステムは、オーディオがඞཁな場ॴ
に自༝に഑ஔすることができます。ポータブ
ルステージϘックスからݻ定フΥーマットの
ウΥールύネルまで、༷ʑな用途に対応した
I/0拡張ユニットを用ҙしており、数ेのオー
ディオポイントと数ඦの入出力を提供します。

各AudioRackؒは最大100mのCATケーブル
を使用でき、ޫファイバー΁のมߋも可能。さ
らに、最大96台のリモートコントローラーをサ
ポートしており、1つの෦԰から最大ن໛のス
ペースまで、あらΏるձ場に対応できます。

高౓なネットワークに対応
dLiveシステムは、最大�つの128チャンネル
I/0ポートをඋえ、ۀքඪ४プロトコル、GPI0
インターフェース、แׅ的なTCP/IPコント
ロールプロトコルを࠾用。Danteインテグ
レーション、ブロードキャストフィード、マル
チトラックレコーディング、ファイバーリン
ク、サードύーティコントロールなどߴ、 ౓な
オーディオネットワークに対応。時୅のཁٻ
に応えるたΊの૷උをἧえています。

シ ス テ ム の த ֩ のMixRackと ソ フ ト
ウェアで、ैདྷのコントロールサーフェス
をഉআしたۃڀのϛキシングシステムを
ஙできます。コントローラーのサーフェߏ
スをなくすことで機ࡐをݮらせるたΊ、
πアリングにおける૯ॏ量のܰ量化や
スペースのݫしい現場も対応可能。

dLive MixRackとdLive Directorが動作
するPC、そしてタッチスクリーンのシ
ステム。࣋ちӡびやอ؅が؆୯で、IP8
リモート・コントローラーを௥加すること
で、フェーダーによるϛキシングの感֮を
ҡ࣋できます。

パーソナル・モニタリング・システムをアドオン
ϛϡージシャンのखݩで完ᘳなモニ
ターコントロールを実現するύーソ
φル・モニタリング・システムを؆୯
にಋ入できます。

໌֬でシンプルなコントロールで
各ύフΥーマーに最適なサウンド
を提供。

dLiveシステムとの਌࿨ੑもߴく、
セットアップやサウンドチェックを
ԁ׈にしてエンジニアのෛ୲をܰݮ
します。（→p.34）

ユーザーフレンドリーなインターフェース
IPリモートコントローラーは、音量ௐ
੔、音ָソースのબ୒、プリセットの
び出しなど、ඞཁなཁૉ΁のアクセݺ
スをカスタマイζできるたΊ、ٕ ज़ऀ
でなくても؆୯にૢ作できます。

また、DirectorソフトウェアやiPad
アプリを使え͹、Ҡ動தでも؆୯に
設定にアクセスできます。（→p.1�）

Component ˙サーフェスレス・ミキシング

dLiveは、高いධՁをಘている

XCVI 96kHz FPGAプロセッシングを࠾用し、

強力なプロセッシングと高音࣭を実現する

サウンド・マネジメントシステムです。

NEW৽たな機能を௥Ճした৽モデルdLive V2.0
ଘのdLiveを৽モデルの能力にҾき上͛るMixRack用RackUltra FXカードがొ場ʂط

dLive 72.0はߴ౓なワークフロー機能を෇加したdLiveの機能ڧ化モデルです。RackUMtra 'Xカードはඇ常にクリエイティ
ブなエフェクトを数ଟく౥ࡌし、طଘのdLiveに૷ணすることでdLive 72.0の全機能を使用可能にします。このアップデート
によりエンジニアはワークフローを大෯にվળし、あらΏるライブサウンドڥ؀でϛキシングମݧをߴΊるπールをखに入れ
ることができます。

RackUMtra 'Xカードは、す΂ての৽しいMixRackにඪ४૷උされ、طଘのMixRackにもアップグレードキットとして提供さ
れます。このカードを૷ணすることでdLiveシステムに8つのRackUMtra 'Xエンジン（ステレオઐ用センド/ リターンチャン
ネル、PE2、ダイφϛックプロセッシングをؚΉ）を௥加可能です。

RackUMtra 'Xカードはカスタム'PGAコアとARMプロセッサーを組み合わ
せることでかつてないύワーを֫ಘしています。そのたΊ、ライブ用コンソー
ルではこれまでߟえられなかͬた౷合されたエフェクトを実૷でき、dLive 
は࣍ੈ୅のオンϘードプロセッサーとしてਐ化しています。RackUMtra 'Xは
シー。ࡌ場で最もઌਐ的なプラグインにඖఢする10の৽アルΰリζムを౥ࢢ
ムレスで௿レイテンシーなプロセッシングをライセンスෆཁで使用できま
す。プロ༷࢓のライブコンソールで、֎෦ハードウェアやサードύーティ੡ソ
フトウェアを使用せずに、スタジオ඼質のプロセッシングが可能になりまし
た。（→p.11）
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S7000 オープンプライス

ೝ性とૢ作性を両ཱࢹ

▪2ը໘、36フェーダー、26ソフトキー
▪216のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪�寸法（W×H×D）：1325×413×728mm、質量：約
41kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10037：ダストカバー
Option DL-S7FC：フライトケース

MPS16：�電ݯユニット�
※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には
計2台必要。

S5000 オープンプライス

ೝ性とコンパクトさを௥求ࢹ

▪�2ը໘、28フェーダー、26ソフトキー
▪�168のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪�寸法（W×H×D）：1115×413×728mm、質量：約
35kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10036：ダストカバー
Option DL-S5FC：フライトケース

MPS16：�電ݯユニット�
※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には
計2台必要。

S3000 オープンプライス

লスϖースかͭパワフル

▪�1ը໘、20フェーダー、26ソフトキー
▪�120のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪�寸法（W×H×D）：870×413×728mm、質量：約28kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10035：ダストカバー
Option DL-S3FC：フライトケース

MPS16：�電ݯユニット�
※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には
計2台必要。

S Class 

Surface ALLEN � HEATHデジタル・ミキシングコンソールのフラッグシップモデル。
շ適なコントロールでミキシングにूதできる௚感的なコントロールサーフェス。

S Class C Class
S7000 S5000 S3000 C3500 C2500 C1500

12インチタッチスクリーン 2 2 1 2 1 1
フェーダー 36 28 20 24 20 12
バンク 3 3 2 2 2 1
ソフトキー 26 19
ユーβーインターフェース EQ、ソフトロータリー、プリアンプ、フィルター EQ、ソフトロータリー EQのみ
入力 8マイク/ライン、2�AES3 6マイク/ライン、1�AES3
出力 8ライン、3�AES3 6マイク/ライン、1�AES3
gigaACEリダンダント ˓ ー
DX Linkリダンダント ˓ ー
PSU リダンダント、ϗットスワップ ୯一、内蔵
I/0ポート 2×128�I/O、96kHz 1×128�I/O、96kHz

S Class / C Class 比較表
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C Class 

Surface S Classと同౳のエンジンパワーをコンパクトなポータブルフォーマットで実現。
スϖースファクターのݫしい現場には、ظ଴をཪ੾らないスマートチョイス。

C3500 オープンプライス

Cクラスで།Ұ2ը໘搭載

▪2ը໘、24フェーダー、19ソフトキー
▪144のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪3ページのアサインが可能な6個のロータリー
寸法（W×H×D）：885×325×665mm、質量：約28kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10833：ダストカバー

C1500 オープンプライス

༏れた機動性を発شするコンパクトモデル

▪1ը໘、12フェーダー、19ソフトキー
▪72のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪�MixRackのऩまるラックの上にऩまるサイズで、優れ
た機能性をൃش
寸法（W×H×D）：485×325×665mm、質量：約18kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10831：ダストカバー
Option DL-DLC15-R,19：ラックマウントキット

C2500 オープンプライス

ૢ作性にଥڠしないパワフルモデル

▪1ը໘、20フェーダー、19ソフトキー
▪120のアサイナブル・フェーダーストリップ
▪3ページのアサインが可能な6個のロータリー
寸法（W×H×D）：775×325×665mm、質量：約24.5kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ AP10832：ダストカバー

CTi1500 オープンプライス

C1500に଱ٱ性とܰ ・ྔコンパクトԽをՃ͑たモデル

▪1ը໘、12フェーダー、19ソフトキー
▪本ମわずか11.5kg
▪�軽量で଱ٱ性に優れたチタン੡のサイド
パネルを採用
▪�そのほかの෦分も、強౓を保ちながらపఈ
的に軽量化を実現

▪フロントパネルはC1500と同サイズ
▪�アームレストは滑らかなスチールカーブに
ஔき換え
�寸法（W×H×D）：440×337×644mm、
質量：約11.5kg
※MixRackに接続して使用

付ଐ඼ なし
Option なし

※C1500用のラックマウントキットは装着できません
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S Class 

DM32
オープンプライス

アナログIOを཈͑たコンパクトモデル

▪�マイク/ライン入力×32、ライン出力×16
▪�96kHz、128入力チャンネル、64出力バス、16FX、24DCA
▪�৽ܕプリアンプを搭載
▪�TCP/IP経由でラップトップやiPad、ALLEN�&�HEATHのIPリモート、サードパー
ティ੡コントローラーによる制御も可能
寸法（W×H×D）：482.6×325×313mm、7U、質量：約15kg

Option DL-DM32-FC：フライトケース
MPS16：電ݯユニット　※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には計2台必要。

DM0
オープンプライス

�6の最もコンパクトなサイズ

▪�アナログI/Oなし
▪�96kHz、128入力チャンネル、64出力バス、16FX、24DCA
▪�XCVI�Coreの強力なプロセッシングとߴ音質を最もコンパクトなサイズに集約
▪�リダンダント電ݯを標準装備
▪�オーディオディストリビューションが必要なঢ়گやデジタルスプリットに最適。
寸法（W×H×D）：482.6×176×355mm、4U、質量：約12kg

Option なし
※MPS16には対応していません。

DM64
オープンプライス

アナログI/Oを
多͘උ͑たモデル

▪�マイク/ライン入力×64、ライ
ン出力×32
▪�96kHz、128入力チャンネル、
64出力バス、16FX、24DCA
▪�৽ܕプリアンプを搭載
▪TCP/IP経由でラップトップや

iPad、ALLEN�&�HEATHのIPリモート、サードパーティ੡コントローラーによる制御も可能
寸法（W×H×D）：482.6×458×313mm、10U、質量：約21kg

Option DL-DM64-FC：フライトケース
MPS16：電ݯユニット　※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には計2台必要。

DM48
オープンプライス

লスϖースと
アナログI/O数を֬อ

▪�マイク/ライン入力×48、ラ
イン出力×24
▪�96kHz、128入力チャンネル、
64出力バス、16FX、24DCA
▪�৽ܕプリアンプを搭載
▪TCP/IP経由でラップトップや

iPad、ALLEN�&�HEATHのIPリモート、サードパーティ੡コントローラーによる制御も可能
寸法（W×H×D）：482.6×369×313mm、8U、質量：約17.5kg

Option DL-DM48-FC：フライトケース
MPS16：�電ݯユニット　※出ՙ時は1台実装ࡁみ。電ݯೋॏ化には計2台必要。

MixRack 強力なプロセッシングと高音࣭を実現するXC7I Coreを搭載し、
リダンダント機能をࢪしたフラッグシップ̳Live Sクラス用エンジン。

S Class C Class

DM64 DM48 DM32 DM0 CDM64 CDM48 CDM32

入力 64 48 32 ー 64 48 32

出力 32 24 16 ー 32 24 16

プロセッシング 128入力チャンネル、�64コンフィグバス

'X 16�RackFXおよび独立したステレオリターン

gigaACEリダンダント ˓ ー

DX Linkリダンダント ˓ ー

PSU リダンダント、ϗットスワップ リダンダント内ଁ ୯一、内蔵

ME-1 48kHzポート ˓

I/0ポート 3×128�I/O、96kHz 1×128�I/O、96kHz

SZTtem I/0 800×800以上 400×400以上

S Class / C Class 比較表
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CDM32 オープンプライス

アナログI/Oをগな͘し、෺理的サイズを཈͑たモデル

▪�マイク/ライン入力×32、ライン出力×16
▪�96kHz、128入力チャンネル、64出力バス、16FX、24DCA
▪�TCP/IP経由でラップトップやiPad、ALLEN & HEATHのIPリモート、サードパーティ੡コントローラーによる制御も可能
▪�寸法（W×H×D）：481.6×221×309mm、5U、質量：約10kg

Option なし

MixRack XC7I Coreを搭載したdLive Cクラス用エンジン
PS6の設計を簡қԽしリダンダントをলུ。༧ࢉに応じたセットアップが可能。

CDM64
オープンプライス

多͘のアナログI/Oが必要な現場に最適
▪�マイク/ライン入力×64、ライン出力×32
▪�96kHz、128入力チャンネル、64出力バス、16FX、24DCA
▪�TCP/IP経由でラップトップやiPad、ALLEN & HEATHのIPリモート、サードパーティ੡コントローラーによる制御も可能
▪�寸法（W×H×D）：481.6×354.5×309mm、8U、質量：約13.5kg

Option なし

CDM48
オープンプライス

設置ঢ়گの制໿がありながらもI/Oを必要とする現場に最適

▪�マイク/ライン入力×48、ライン出力×24
▪96kHz、128入力チャンネル、64出力バス、16FX、24DCA
▪�TCP/IP経由でラップトップやiPad、ALLEN & HEATHのIPリモート、サードパーティ੡コントローラーによる制御も可能
▪�寸法（W×H×D）：481.6×310×309mm、7U、質量：約12kg

Option なし

C Class 
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ファームウェアのアップデート時にਵ時௥Ճされており、使いやすさも౎౓向上しています。

●コンプレッサー
　BUS�/�Peak�Limiter�76�/�OptTronik�/�16T�/�16VU�/�Mighty�/�Opto

●エキスパンダー
　Source�Expander�/�Dual�Threshold�Expander

●プリアンプ
　Dual�Stage�Valve�/�Tube�Stage

●E2（PE2/GE2）
　NEQ12�/�Constant-Q�/�Proportional-Q�/�Digi-Q�/�Hybrid

●オートマチック・マイクミキサー（AMM）

　�会議やパネルディスカッションなどスピーチが主になるシーンで、最大64のマイク
の音量を自動的に制御します。ハウリングのリスクを軽減するだけでなく、マルチマ
イクを使用した場໘で一般的な問題となるチャンネル間の位相ׯবを最小限に཈制
します。

▪�ひとつのインターフェースから最大4つのゾーンを同時に制御。
1ゾーン：最大64のマイク
2ゾーン：最大32のマイク
4ゾーン：最大16のマイク
▪�動作モードは下هの2種ྨです。
　�D-Class：�ダイナミックゲイン・シェアリングを採用し、素早く؆୯にセットアップ

可能
　NOM：�ロジックベースのオートマチック・ミキシング・アルゴリズムに基づいてお

り、ॊೈ性のߴいシステムを提供。

World-Class Processing & FX 

DEEP Processing DEEPプロセッシング・アーキテクチャーにより、オーディオニϡアンスをϊンリニアでଊ͑る
高性能コンプレッサーやクラシックなサウンドをಧ͚るプリアンプなどの、
༏れたプラグインを෯޿ そ͘Ζ͑ています。

グラフィックE2、コンプレッサー、64チャンネルのオートマチック・マイクϛキサーなどのಠ自アルΰリζムの数ʑは、
'Xスロットのリソースを使用することなく、֎෦プラグインのセットアップやレイテンシー、ライセンスなどのखؒをかけずに、
ඞཁに応じてチャンネルインサートできます。

Dyn8 DZn�は、�バンドのダイナミックE2と�バンドのマルチバンド・コンプレッションを搭載した、パワフルでચ࿅されたプロセッサーです。
Ϙーカルのௐ੔、ドラムキットのमਖ਼、マスタリング、ミックスのҾきకΊ、グルー感の௥Ճなど、多࠼な用్で使用できます。

、ものDZn8エンジンが用ҙされており、入力チャンネルやϛックスチャンネルにૠ入でき、自動でアサインされるのでݸ64
ύッチングのストレスがありません。
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˙3ack6ltra FXの৽たなエフェクトҰཡ
RackUltra�FXコレクションは、ࢢ場で最もઌਐ的なプラグインにඖఢする10種ྨの৽しいアルゴリズムが搭載されています。

World-Class Processing & FX 
高࣍ݩのFXとワークフローのֵ৽がシーンを੾り開͘
dLive V2.0は、౷合した૑଄的なFXとߴ౓なワークフロー機能により、ϛキサーの可能ੑを࠶定ٛするֵ৽的なアップグレードモデルです。
。ଘのdLiveユーβーもRackUltra FXをMixRackに૷ணすることでdLive V2.0のす΂ての機能をखに入れることができますط

●શ͘৽しいキϡーリスト管理
dLive�V2.0は、キューリスト・システムを一৽し、
ख動および自動リナンバリング・オプションとカス
タムMIDIリコールでキューリスト作成を؆素化し
ます。

●Action機能
1つのソフトキーで複数の機能をトリΨー。
ルーティングアサインやレベル、ABCD入力、プロ
セッシング、インサート�イン/アウト、ストリップ
レイアウトなど、複数のチャンネルにまたがる機能
を1つのソフトキーでトリΨーできます。

●ミックスをチャンネルライブラリーに౷߹
チャンネルライブラリーはミックスを含むように
拡張され、チャンネルはすべてのセンド、プロセッ
シング、名前/カラーデータを含むঢ়ଶで保ଘでき
るようになりました。

●FPGAとA3Mプロセッシングのコンビネーション
Allen�&�Heathの定評あるFPGAテクノロジーと
ARMプロセッシングを組み合わせたRackUltra�
FXカードは、ޙࠓすべてのMixRackに標準装備さ
れます。طଘのMixRackのアップグレードとしても
利用可能で、入力、バス、FXスロットをফඅすること
なく、8つのRackUltra�FXエンジン（専用のステレ
オセンドとリターンチャンネル、PEQとダイナミッ
クॲ理を含む）をdLiveシステムに追加します。

●�ͭの3ack6ltra FXエンジン
、ଘの16台のRackExtra�FXユニットに加えてط
RackUltra�FXコレクションから೚ҙの8台のFX
をセンドまたはインサートとして実行できます。8
系統のステレオRackUltra�FXセンドとリターン
は独立しており、طଘのバスに影響を与えません。

●಺ଂPE2とダイナミクス
コンプレッサー、ゲート、エキスパンダー、ダッカー
（すべてサイドチェイン付き）、4バンドPEQをすべ
てのFX入出力に搭載しました。

●Ϙーカル・プロセッシング
スタジオ・クオリティのピッチ補正、シフト、グリッドॲ理を、֎෦ハードウェアやサード
パーティ੡ソフトウェアなしで実現。プロ࢓様のライブ・コンソールで初めて、֎෦ハード
ウェアやサードパーティ੡ソフトウェアを使用せずに、ピッチ補正、シフティング、グリッ
ドॲ理を含むスタジオ・クオリティのボーカルプロセッシングツール一式を提供します。

Vocal Shifter
ボーカルを最大12൒音上下にシフトすることができ、フΥルマント・コントロールにより
ボーカルをࠜ本的に変化させます。Vocal�Shifterは、ピッチダブリングから、EDMやその
他のエレクトロニック・ジャンルでௌかれる非現実的なロボット的エフェクトやエイジン
グ・エフェクトまで、あらΏるエフェクトを作り出すことができます。

Vocal Tuner
自વなピッチ補正が可能で、ௌ感上のෆ自વさ
を最小限に཈えます。

Vocal Gridder
ώップϗップ、ポップス、トラップ、モダン・カン
トリーなど、数え切れないほどの作඼でௌかれ
るような、より଎く、より自વなピッチ補正を行
います。

●ディストーション＆サチϡレーション
繊細なサチュレーションから強྽なΪターアンプ・ディストーションまでカバーする2種
ྨのディストーション・エフェクトです。

Saturator
5つのアナログサチュレーションモデルを搭載
し、スムースで繊細なテープドライブからゲル
マニウムやバルブクランチまでをカバーしま
す。音ݯにԹかみを与えたり、ダーティーなエッ
ジを加えたり、より細くڱいଳҬのエフェクト
にカーブさせるのに最適です。

Amp+Cab Distortion
Ϊターアンプとベースアンプのハーモニックで複ࡶな特性をモデル化し、様々なクラシッ
クなキャビネットの特性をエミュレートします。どんなキャビネットでも、どんなアンプで
も使用でき、サウンドの可能性を最大限にҾき出します。

●リバーブ
RackUltra�FXカードのパワーを׆用し、これまで૝૾もできなかったようなリアルな࢒
響音をコンソール内で実現します。��

Spaces Reverb Designer
初期൓ࣹ、テクスチャー、ディレイの3つの個別ॲ理エンジンにより、௨常ハイエンドの
ハードウェア機器に搭載されるڻҟ的にリアルな物理空間を再現するアルゴリズミック・
リバーブです。Spacesは、୹いアンビエンスや小さな෦԰から、チャンバー、ϗール、そし
て60ඵ以上のディケイまで、エンジニアが独自の空間をデザインできます。

Plate Reverb Designer
プレートリバーブの特௃的な立ち上がりと༨ӆ
の再現に特化しており、ダークにয఺を当てた
ものから生き生きとしたブライトなものまで、
音ݯに合わせて複数のプレート素材から選択
できます。また、物理的なプレートリバーブに期
଴されるみずみずしい༨ӆも再現できます。

●ϋーモナイザー
3つのߴ機能かつ音楽的なハーモナイザーが、dLiveのボーカルエフェクトを৽たな࣍ݩ
へとಋきます。

Quad Voice Harmoniser
グローバルキー、ローカルキー、MIDI入力のいずれかにैって、最大4ボイスの自વな響き
のボーカルハーモニーを生成します。

Dual Auto Key Harmoniser
Quad�Voice�Harmoniserと同じコア・エンジ
ンを使用しながら、インテリジェントなAuto�
,eyモードを追加し、Ϊターやピアノなどのポ
リフΥニック・ソースを使用して、演奏のキーを
リアルタイムで自動的にܾ定します。

MIDI Harmoniser
DAWからの֎෦MIDI入力またはライブ演奏に
基づいてハーモニーを作成し、音ූ間の動きをポルタメントするグライド・パラメーターを
備えたモノフΥニック・モードに加え、最大4ボイスのハーモニーをコントロールできるポ
リフΥニック・モードを備えています。

▪�Director�Preview�Mode：Directorからシーンをݺび出して更৽し、ライブオーディオに
影響を与えることなくシステムに保ଘ
▪すべてのRackExtraとRackUltra�FXのFX�Widthコントロール
▪�Director�CSV�インポート/エクスポート：チャンネル名、カラー、パッチ、プリアンプの設
定をCSVファイルからインポート/エクスポート
▪Directorのフィールドがキーボードで編集可能
▪Dyn8Ϊャング
▪৽しいMIDIオプションとコマンド
▪�MIDIコントロールドライバーをdLiveサーフェスに接続し、キューリストのコントロールが
可能
▪グローバルセンドとレシーブの有効/無効オプション

▪グローバルキーのMIDIコントロール
▪シーンGo、Next、PreviousのMIDI�CCメッセージを設定可能
▪RackUltra�FXスロットごとにMIDIチャンネルを設定可能
▪�選択したFXパラメーター（リチューン、トランジション、補正、キー、スケール、バイパスな
ど）に対して設定可能なMIDI�CCメッセージ
▪カスタムコントロールでマルチユニット設定をサポート
▪タッチスクリーンによるPEQ෯のピンチコントロール
▪すべてのAES出力ソケットの極性設定
▪gigaACEߴジッター଱性モード
▪�PAFL�Ext�InからWedge/IEM出力への独立したOn/O⒎�とプリ/ポストコントロール
▪AESカードのPro/Consumerモード設定

そのଞの৽機能

NEW
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S Class Surface S�000、S�000、S3000のI/0ポートやI/0୺ࢠなどの数はಉじです。

※ը૾はS3000
※�I/Oポート4にWaves3カード、I/Oポート5に
Dante128カードがૠ入されています。

※オプションカードが装着されたը૾です。

本ମのgigaACEポートは、MixRackとの接続用です。
I/O拡張ラックとの接続には、DX Linkまたはオーディ
オ・ネットワーキングカードM-DL-GACE（gigaACE
カード）（→p.19）をご使用ください。

Connecting to dLive

拡大

C Class Surface C3�00、C2�00、C1�00、CTi1�00のI/0ポートやI/0୺ࢠなどの数はಉじです。

※ը૾はC3500

I/O Port
拡大

本ମのgigaACEポートは、MixRackとの接続用です。
I/O拡張ラックとの接続には、DX Linkまたはオーディ
オ・ネットワーキングカードM-DL-GACE（gigaACE
カード）（→p.19）をご使用ください。
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Connecting to dLive
dLiveのシステム構成
ミニマルスタイル
機ࡐを最খ限に཈えたサーフェスレスϛキシングスタイル。
ॏཁなϛックスはIP8のフェーダーコントロールでサポート。

イϕントPA・ライブϋウス
サーフェスとMixRackでج本的にߏ੒するコンύクトߏ੒。
限られたスペースでもフル・ϛキシングύワーを発ش。

コンサートツアー・ϗール設උ
CDM MixRackは最大2台のサーフェス、DM MixRackなら最大4台のサーフェスと接続可能。
'0H/Monitorセットアップは໪࿦、ύラレルϛキシングも可能な大ن໛ϛキシングߏ੒。
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圧倒的なコストパフォーマンス。
高級感を纏い、高性能を凝縮させたオールインワンモデル。

Avantis / Avantis Solo オープンプライス

フルメタルシャーシ
▪�これまでにないほどの厳しいテストをすべて
クリアしたパーツを採用。
▪�滑らかな曲線をメタルで作成。
▪�性能と信頼性を追求して設計され、かつてな
いほどの強靭さと軽量化を実現。

▪96kHz、64チャンネル/42バス
▪超低レイテンシー（0.7ms）を実現したXCVI Core搭載
▪設定可能なミックスバス構成
▪2つの15.6インチフルHD静電容量式タッチスクリーンを搭載
▪12×RackExtra FXスロット（専用ステレオリターン付き）
▪16×DCA（Digitally Controlled Amplifier）
▪ユーザーが設定可能なロータリーコントロール
▪24×アサイナブルソフトキー

▪�フルアサイン可能なレイアウト
▪�144本のフェーダーストリップ（24本のフェーダー、6つのレイヤー）、右端4本
は設定でマスターフェーダーへ設定可能
▪�SLinkポート、12XLR入力／12XLR出力、1AES入力／2AES出力、2つのI/O
ポート（96kHz、128×128）、BNCワードクロック搭載
▪�ステレオ再生／録音用の内蔵ストレージ、USBステレオ再生
▪�寸法（W×H×D）：917×269×627mm、質量：約26kg。

フェイズ・コヒーレント・ミキシング
バス・プロセシングのレイテンシー補正は、ルーティング経路によらず、同種のミックス出力信号の位相を揃えます。
これにより、システム・レイテンシー（アナログ入力～アナログ出力）を0.7ms以下に保ったまま、コーム・フィルタリングを気にすることなく明瞭で一貫したミックスを楽しめます。
※�Dyn8、インサートを使用する場合またはバスをインプットに送る場合は、レイテンシーが補正されません。

オートマチック・マイクミキサー（AMM）
最大64のマイクの音量を自動的に制御し、ハウ
リングのリスクを軽減。会議やパネルディスカッ
ションなどスピーチが主になるシーンに。

1、2，4のゾーンで最大64chを使用可能
1ゾーン：最大64
2ゾーン：最大32
4ゾーン：最大16

便利なアプリケーションソフトを用意（→p.17、p.39）

Avantis / Avantis Soloの共通機能

Avantis Avantis Solo

ディスプレイ 2×15.6インチフルHD静電容量式タッチスクリーン 1×15.6インチフルHD静電容量式タッチスクリーン

ソフトキー 24×アサイン可能なソフトキー 18×アサイン可能なソフトキー

フェーダー/レイヤー 24フェーダー/6レイヤー 12フェーダー/6レイヤー

ローカル入力 アナログ入力12系統、ステレオAES入力1系統 アナログ入力6系統、ステレオAES入力1系統

ローカル出力 アナログ出力12系統、ステレオAES出力2系統 アナログ出力6系統、ステレオAES出力1系統

寸法・質量 W917×H269×D627mm、約26kg W546×H269×D627mm、約17.5kg

Avantis / Avantis Solo 比較表
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ALLEN�&�HEATHは、こだわりに近い情熱を持って、定評あるアウトボード機器にインスパイア
された一連のFXを作成。1チャンネルに12個のスロットのうち1つだけを使用します。12個のFXス
ロットはそれぞれ専用のステレオリターンを備えているため、入力チャンネルを無駄にしません。

▶SMR�Reverb
▶Stereo�Tap�Delay
▶Bucket�Brigade�Delay
▶Echo

▶Gated�Verb
▶ADT�Doubler
▶Chorus
▶Symphonic�Chorus

▶Flanger
▶MOO�12�Stage�Phaser
▶De-Esser
▶Dimension�Chorus

※dPackを購入すると、以下のFXも追加されます。
▶Transient�Controller
▶Hypabass

RackExtra FX 12個の専用FXラック。

● パーソナル・ミキシングを簡単にアドオン

（→p.34）

● リモートコントロールも可能（→p.40）

dPACK - DEEP
DEEPは、プラチナセラーのアーティストのツアーで使用されている、優れたプラグイ
ンです。
信じられないようなエミュレーションを、Avantisの入力チャンネルとミックスチャン
ネルにゼロレイテンシーで直接アサインします。
FXスロットを使用せず、サードパーティの機材に煩わされることなく、レイテンシーや
位相の整合性の問題もありません。

▶DEEP�Compressors
▶DEEP�Expanders
▶DEEP�Preamp

dPACK - DYN8
Dyn8は、4バンドのダイナミックEQと4バンドのマルチバンド・コンプレッションを備
えたパワフルで洗練されたプロセッサーです。
dPackでは、16のDyn8エンジンを入力チャンネルやミックスチャンネルに
インサートすることができます。
サブグループをタイトにしたり、ボーカルの調整やミックスへのグルー感の追加な
ど、様々な用途に使用できます。

▶16×Dyn8�instances

Avantis Free Pack （無償プラグイン）

無償のプラグインとして、Graphic�EQ3モデルとTube�Stage�Preampが追加できます。

▼DEEP Preamp
dLiveの真空管プリアンプモデル「Dual�Stage」のエンジン
を利用しており、6つのプリセットとシンプルなコントロール・
セットにより、非常に繊細な色付けからハーモニックなオー
バードライブまで、本物のチューブ・キャラクターを素早く設定
することができます。
▷Tube�Stage�

▼DEEP GEQ
DEEP�GEQは、28バンドの精密なグラフィックイコライザーで、+/-12dBのブーストと
カットが可能。メインのLRミックスとすべてのAUX、グループ、MTXに対応しています。
▷Proportional�Q　▷Digi-EQ　▷Hybrid

AP12151 オープンプライス

Avantis用ダストカバー。
＆とAvantisロゴが印象的。

AP13601 オープンプライス

Avantis�SOLO用ダストカバー。

Avantis dPack（有償プラグイン）

Avantisに搭載された強力なプロセッシング・ツールでほとんどの要求に対応できますが、
dLiveで使用されているプロセッシングを導入することで、表現力をさらに向上できます。

AVANT-BRKT
（Avantis/Avantis SOLO共通オプション）

オープンプライス

Avantis�MixPadを搭載したタブレット端末を装着する
ブラケット。タッチスクリーンでのコントロールと視認
性の向上に最適。

Option
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拡大

I/O Port

Connecting to Avantis

Avantis 

Avantisへの接続例  

SLinkポートを使用すると、1台のDX32または最大2台の
DX168/DX164-W/DX012/DX88-P拡張ユニットを直
接接続できます。�

SLinkポートとI/Oポートを利用して、最大2枚のDX�Linkカード、または
gigaACEカードとDX�Hubを最大2組構成すると、最大24台のDX168/
DX164-W/DX012/DX88-P拡張ユニットの接続が可能です。

SLinkポートを利用し、I/OポートにgigaACEカードを2枚装着すると、3台の
GX4816の接続が可能です。

DX32 DX168 DX168

gigaACEカード
DX Linkカード

Network Port
IPコントローラー（→p.40）や
ネットワークハードウェアな
どに接続

SLink Port
I/O拡張ユニットや
MEシステム（→p.34）
に接続

gigaACEカード×2

DXを冠するI/O拡張ユニット
やMEシステムへ

DXを冠するI/O拡張ユニット
やMEシステムへ

DXを冠するI/O拡張ユニット
やMEシステムへ

DX HubDX Hub
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オフライン
dLive�Director/Avantis�Directorのオフラインモードでは音響システムのプリ
セッティングを行ったり、ゲストエンジニアから送られてきたShowファイルを編集
してからUSBメモリーに移し、会場でコンソールを読み込むことができます。

オンライン
オンラインモードではコンソールから離れた場所でフルコントロールを行えます。特に
dLiveはサーフェスを必要とせず、MixRackと直接接続してPCからコントロールを行
えるため、極めて最小限の機材でミキシングを完了できます。

Software dLive / Avantis 

dLive Director / Avantis Director アプリケーションソフトウェア

ノートPCやタッチタブレットを使って、ルーティング、I/Oパッチ、Surfaceレイアウ
ト、シーンの設定、バスコンフィグの設定、ネットワークの設定などのシステム構築を可
能にします。
※�MacとWindows�OS（Windows�Surface�Proを含む）に対応。

iPadでワイヤレスミックス

MixPadは、ミキシングやプロセッシ
ングをコントロールするエンジニア
のためのモバイル・ミキシング・ツー
ル。客席やステージを自由に歩き回
り、必要な場所からサウンドをコン
トロールすることができます。

MixPad と dLive� Surface/
Avantisを連動させることで、
それぞれの機能を同時にコント
ロールすることができます。
例えば、ひとりのエンジニアが

Surfaceを使ってFOHのサウンドをミックスし、もうひとりのエンジニアがiPadを
使ってステージモニターをミックスすることができます。
また、複数のiPadを接続し、それぞれを独立してコントロールすることも可能です。

▪フェーダーレベル、ミュート、パン
▪�AuxとFXのセンド、ルーティング、
Pre/Postの切り替え
▪�FXタップテンポ、グローバルタップ
テンポ
▪�マトリックスセンド、ルーティン
グ、プリ／ポストの切り替え
▪DCAマスターとアサイン
▪プリアンプのゲイン、パッド、48V

▪トリムとポラリティ
▪�HPF、ゲート、PEQ、GEQ、コンプ、
ディレイ
▪RTA機能
▪チャンネル名とカラー
▪PAFLセレクト
▪フルシグナルメーター
▪�チャンネルレイアウトを自由に変
更できるカスタムストリップ

コントロール可能な機能

App Storeから無料で
ダウンロードできます。

App Storeから無料で
ダウンロードできます。

MixPad モバイル・ミキシングアプリ

OneMixは、dLiveとAvantisの
パーソナル・ミキシング・アプリ
です。管理者がWi-FiでdLiveや
Avantisに接続して複数のiPad
をセットアップ。他のモニターや
FOHのミックスに影響を与える
ことなく各ミュージシャンにカ
スタマイズされたパーソナル・モ
ニターを提供できます。また、演
奏者も自分のモニター・ミックス
を自分の好みに調整できます。

コントロール可能な機能

□ ユーザーとしてログオンすることで、個別のコントロールが可能。
モニター（Aux）のマスターレベルとミュート
モニターマスターのPEQ、GEQ、Comp
モニターへのセンドレベルとステレオパン
センドミュート、ゲート、PEQ、GEQ、Comp

□ 管理者としてログオンすることで、カスタムセットアップが可能。
ユーザーを識別するためのOneMixセッション名の設定
Aux（モニター）ミックスの選択
My�Mix�レイヤーと最大3つのカスタムレイヤーの割り当て
センドの割り当て－入力、FXリターン、グループ
DCAマスターのアサイン
各レイヤーに名前を付ける
レイヤーごとのプロセッシングやミュートの有効化／無効化　など

OneMix パーソナル・ミキシング・アプリ

Mac OSまたはWindowsで仮想のMIDIポートを作成し、それをミキサーに接続します。

▪�HUIやMackie�ControlのプロトコルをエミュレートすることでMac�OSやWindows上のDAWソフ
トウェアをコントロール。また、MIDIプロトコルに基づいてミキサーをコントロールすることも可能。
▪�デジタルミキサーのコアと直接MIDIメッセージを送受信し、ミキシングパラメータやシーンチェ
ンジなどの機能をリモートコントロールできます。
▪�標準的なCCメッセージを使用して、最も一般的なミキサーパラメーターをコントロールし、自動化で
きます。

MIDI Control PC上のDAWソフトウェアをコントロール Custom Control 
for dLive/Avantis

（→p.39）
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gigaACE
（to gigaACE）

gigaACE
（to DX Hub、GX 

または to/from SLink）
DX

ME 
dSNAKE

イーサネット 1000Base-T
（Gigabit�Ethernet）

100Base-TX
（Fast�Ethernet）

サンプリングレート 96kHz 48kHz

チャンネル数
128*

*dLive�Surface�とMixRack
のリンクは300×300�ch以上

128 32 40

トンネリング ✓ ー ー ー

リダンダンシー ✓ ー ✓ ー

ファームウエア自動マッチング ー ✓ ✓ ✓

レイテンシー 5samples（52us） 5samples（52us） 8samples（83us） 4samples（83us）

ケーブル長 <100m

ALLEN ＆ HEATHが独自に開発したAoEプロトコルは、デジタル・ミキシングシステムとI/O拡張ユニット間をシームレスに動作するように
設計されており、デイジーチェーン型とスター型の両方のトポロジーを利用して、柔軟な音声分配とI/O機器の配置を可能にしています。

各接続はCAT5e以上のケーブルを使用して最大100m、光ファイバーを使用すればそれ以上の長さも可能で、
小規模な会場から大規模なキャンパスまで、あらゆる規模のアプリケーションに対応できます。

各プロトコルの制御には、応答性の高いレイヤー2プロトコルを使用しており、高速な接続と即時の動作を実現しています。
オーディオと同時に制御データも送信。拡張ユニットの接続時に適用され、ファームウェアのマッチングも自動で行われます。
gigaACEでは1000BASE-T（ギガビットイーサネット）、GX、DX、dSNAKEでは100BASE-TX（ファストイーサネット）です。

ALLEN & HEATH独自の
AoE（Audio over Ethernet）プロトコル

GX
GXプロトコルのポートは、96kHzで128×128チャ
ンネルと制御データを提供。接続時に設定が適用され、
ファームウェアの自動マッチングも行われます。

gigaACE
gigaACEは、ギガビット・イーサネットをベース
に、96kHz、24bitで128×128チャンネルを提
供するプラグアンドプレイシステムです。dLive 
SクラスのMixRackとサーフェス、およびオプ
ションの「gigaACE」カードの使用時には、2つ
のリンクは常に稼働しており、どちらかのリンク

にエラーが発生した場合やリンクが完全に失われた場合でも、音声や制御情報の
損失はなく、シームレスなリダンダントを実現します。

制御メッセージに加えて、一般的なTCP/IPデータを双方向にブリッジングまた
は「トンネリング」することができます。これにより、ネットワーク接続されたアン
プやワイヤレスレシーバー、DMX over Ethernetなど、システム内に組み込まれ
た他のネットワーク対応機器の制御メッセージを、1本のケーブルで接続するだ
けで伝送できます。

※ gigaACEプロトコルは、GX / DX /SLinkの各ポートと接続可能。この場合、
96kHzで128×128チャンネルを伝送します。レイヤー2のプリアンプコント
ロールと自動ファームウェアマッチングは提供しますが、イーサネットトンネ
リングはありません。

DX
DXプロトコルの各ポートは、96kHzで32×32チャンネ
ルと制御データを伝送。接続時にDX拡張ユニットに設定
が適用され、ファームウェアの自動マッチングも行われま
す。ペアでシームレスにリダンダント化するリダンダント
モードと最大2台のDX拡張ユニットをデイジーチェーン
接続できるカスケードモードのいずれかで動作。

ME/dSNAKE
MEおよびdSNAKEプロトコルは、48kHzでそれぞれ0×40およ
び40×40チャンネルと制御データを提供。接続時に設定が適用さ
れ、ファームウェアの自動マッチングも行われます。各ME接続は、
デイジーチェーン接続やME-UまたはPoEハブを介して、無制限の
数のMEデバイスを接続できます。

SLink とは？
SLinkは、gigaACE、GX、DX、MEでの接続に対応したマルチプロトコルポートで、接続されたものに応じて自動的にモードを切り替えるインテリジェントな
ポートです。
接続された機器を感知し、それに応じてモード、ビットレート、チャンネル数、サンプルレートを自動で切り替えます。また、デジタルスプリット用途やDX 
Hubとの接続などにも対応しています。
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M-DL-ADAPT（Audio Interface） オープンプライス

オーディオインターフェース
▪�M-Dante、M-Waves、M-ES-V2、M-ACE、M-MADIなど、iLive�/�GLDで使用されていたネットワークカードを搭載で
きるインターフェース。
▪�48kHzで動作する64×64チャンネルのインターフェース。サンプルレートはインターフェースモジュール内で
シームレスに変換。
※写真はM-Danteオーディオネットワークカード装着時

dLiveやAvantisのI/Oポートに挿入し、ネットワークを構築するオプションカード。
オーディオのリダンダントや必要な場所へIOの増設など、使用目的に応じて選択できるカードを多数用意しています。

M-DL-GACE（gigaACEカード） オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪128入力、128出力、96kHz
▪5サンプル（52us）の超低トランスポートレイテンシー
▪デュアルリダンダンシー
▪切り替え可能なコントロールネットワークブリッジ

M-DL-GOPT（fibreACEカード） オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪128入力、128出力、96kHz
▪�3つの動作モード
▷Copper�-�CAT5e以上
▷Fibre�-�Neutrik�OpticalCon�Duoマルチモード
▷�Convert�-�dLive�MixRackとSurface間のリンク
を光ファイバーに変換

▪�5サンプル（52us）の超低遅延伝送
▪�デュアルリダンダンシー
▪�切り替え可能な制御ネットワークブリッジ

M-DL-DXLINK（DX Linkカード）オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪4つのDXリンクポート
▪ロック機能付きetherCONコネクター
▪DX32、DX168、DX164、DX012、DX88-Pに対応
▪最大128入力、128出力
▪リダンダントまたはパラレル接続モード
▪96kHzサンプルレート

ALLEN & HEATH Prietary AoE Protocol

Networking Card dLive / Avantis 

M-DL-AES4in6out（AES3カード）オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪�4in�6out
▪�サンプルレート切り替え可能（96kHz、88.2kHz、
48kHz、44.1kHz）
▪�入力SRC�32kHz～192kHz
▪�AESの最初の入力から同期するオプション

M-DL-AES6in4out（AES3カード）オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪�6in�4out
▪�サンプルレート切り替え可能（96kHz、88.2kHz、
48kHz、44.1kHz）
▪�入力SRC�32kHz～192kHz
▪�AESの最初の入力から同期するオプション

M-DL-AES10out（AES3カード） オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪�10out
▪�サンプルレート切り替え可能（96kHz、88.2kHz、
48kHz、44.1kHz）
▪�入力SRC�32kHz～192kHz
▪�AESの最初の入力から同期するオプション

M-DL-WAVES3（WAVES3カード）オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪128入力、128出力
▪サンプルレート切替、48/96kHz
▪�Waves�SoundGridネットワーキング�
プラグイン・プロセッシング、オーディオ・ディストリ
ビューション、デジタル・マイク・スプリットなど
▪マルチトラックの録音と再生
▪�複数のデバイスを接続できる統合3ポートEthernet
スイッチ
▪Waves�V2およびV3カードとの入力共有

M-DL-SMADI（SuperMADIカード） オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪�8×BNC（4リンク）
▪�8×SFPスロット*（モジュールは含まず）
▪�リンクごとにサンプルレートを切り替え可能
　48/96kHz
▪�ペアごとに切り替え可能なリダンダンシー
　smux�/�High-Speed
▪�128�I/O（コアキシャル/オプティカル）、96kHz
▪�96kHzモードはSmuxまたはHighSpeedのいずれ
かを選択可能
*マルチモードまたはシングルモードのLCを使用可能

M-DL-AES2in8out-A（AES3カード）オープンプライス

dLive/Avantis 
オーディオ・ネットワーキング・カード
▪�2in�8out
▪�サンプルレート切り替え可能（96kHz、88.2kHz、
48kHz、44.1kHz）
▪�入力SRC�32kHz～192kHz
▪�AESの最初の入力から同期するオプション

Standard format 
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▪96kHz、48チャンネル/36バス
▪�超低レイテンシー（0.7ms）を実現したXCVI�Core搭載
▪�各入力チャンネルに、プリアンプ、HPF、PEQ、ゲート、コンプ、ディレイ付き
▪�12ステレオミックスʴLR、3ステレオマトリックス
▪�8ステレオFXエンジン（専用リターンチャンネル付き）

▪�マルチチャンネルUSBストリーミングおよびUSBドライブへのダイレクトレ
コーディング
▪�トークバックマイク入力、フットスイッチコントロール、ワイヤレスコントロール
▪�オプションで、dLiveで使用されているDEEP�ProcessingやRackExtra�FXの
தの複数のコンプレッサー、イコライザー、プリアンプなどの使用が可能。

共通性能

SQ-5 オープンプライス

▪�フェーダーストリップ：96（16フェーダー+マスターフェーダー、6レイヤー）
▪�入力：16マイク/ライン、3ラインST（TRS）（2つはഎ໘、1つはサーフェス）
▪�プリアンプ：16+トークバック
▪�出力：12ライン（XLR）、2ラインST（TRS）、1AES
▪�ソフトキー：8
▪�寸法（W×H×D）：440×198×514.9mm、質量：約10.5kg
▪�オプションۚ۩を使用してタブレット端末を1台装着可能。
▪�オプションۚ۩を使用して標準的な19インチラックにマウント可能。

Option SQ-BRAC,ET：タブレット端末装着ブラケット
SQ-5-R,19：ラックマウントキット（→p.23）
AP11332：ダストカバー

SQ-Rack オープンプライス

▪�フェーダーストリップ：0（タッチスクリーンૢ作）
▪�入力：16マイク/ライン、3ラインST（TRS）（2つはഎ໘、1つはサーフェス）
▪�プリアンプ：16+トークバック
▪�出力：12ライン（XLR）、2ラインST（TRS）、1AES
▪�ソフトキー：8
▪�寸法（W×H×D）：430×173×214mm、質量：約5.8kg
▪�付ଐのラックマウントイヤーを使用して標準的な19インチラックにマウント
可能。

SQ-7 オープンプライス

▪�フェーダーストリップ：192（32フェーダー+マスターフェーダー、6レイヤー）
▪�入力：32マイク/ライン、3ラインST（TRS）（2つはഎ໘、1つはサーフェス）
▪�プリアンプ：32+トークバック
▪�出力：16ライン（XLR）、2ラインST（TRS）、1AES
▪�ソフトキー：16
▪�LCDディスプレイ付きソフトロータリー：8
▪�寸法（W×H×D）：804×198×514.9mm、質量：約17.8kg
▪�オプションۚ۩を使用してタブレット端末を最大2台装着可能。

Option SQ-BRAC,ET：タブレット端末装着ブラケット
AP11334：ダストカバー

SQ-6 オープンプライス

▪�フェーダーストリップ：144（24フェーダー+マスターフェーダー、6レイヤー）
▪�入力：24マイク/ライン、3ラインST（TRS）（2つはഎ໘、1つはサーフェス）
▪�プリアンプ：24+トークバック
▪�出力：14ライン（XLR）、2ラインST（TRS）、1AES
▪�ソフトキー：16
▪�LCDディスプレイ付きソフトロータリー：4
▪�寸法（W×H×D）：638×198×514.9mm、質量：約14.5kg
▪�オプションۚ۩を使用してタブレット端末を1台装着可能。

Option SQ-BRAC,ET：タブレット端末装着ブラケット
AP11333：ダストカバー

48ch、36バス
96kHz、XCVI Core࠾用
フェーダー数とローカルI/O数のҟなる3モデル
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M-SQ-DANT32
（Dante32×32カード）

NEW オープンプライス

Danteネットワーク用。96kHz/48kHz、32×32チャンネル。SQ�
SeriesのファームウエアVer1.5以上で使用可。

M-SQ-MADI（MADIカード）
オープンプライス

MADIインターフェース。96kHz/48kHz、64×64チャンネル。2つのBNC入出力がペアになっている
ため、スプリットまたはリダンダントのセットアップが可能。IN/OUTの2つの機能を持つBNCワードク
ロック接続により、SQ�Seriesコンソールと他の機器との同期が可能。

M-SQ-DANT64（Dante64×64カード）
オープンプライス

Danteネットワーク用。96kHz/48kHz、64×64チャンネル。SQ�
SeriesのファームウエアVer1.5以上で使用可。

M-SQ-SLINK（SLinkカード）
オープンプライス

SQ�SeriesコンソールにSLinkポートを追加。内
蔵のSLinkポートと同じ機能。

M-SQ-WAVES3（WAVESカード）
オープンプライス

Waves�SoundGridネットワーク用。
96kHz/48kHz、64×64チャンネル。

SQ-7 

SQ-6

SQ-5

SQ-Rack

Connecting to SQ Series

Networking Card

SLink

SLink

SLink

SLink

I/Oポート

I/Oポート

I/Oポート

I/Oポート
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●MEパーソナル・モニタリング・システムにも対応

ミュージシャンのखݩで完ᘳなモニター
コントロールを実現するMEパーソナル・
モニタリング・システムを؆୯にಋ入で
きます。明֬でシンプルなコントロール
で各パフΥーマーに最適なサウンドを提
供。セットアップやサウンドチェックを
ԁ滑にしてエンジニアのෛ୲を軽減しま
す。（→p.34）

●AMM（AVtomatic Mic MiYer）

AMMは、スピーチを主とする会議、パネルディスカッション、ܶ 場、์ 送など、ଟ数のマイクを使用するঢ়گ
で、マイクチャンネルのレベルを自動的にコントロールする機能です。
SQ�SeriesのAMMは、D-Classicゲイン・シェアリン
グ・アルゴリズムを使用して、アクティブなチャンネ
ルのレベルを上͛ると同時に、割り当てられた他の
チャンネルのレベルを下͛ます。また、特定のマイク
を他のマイクよりも優ઌさせるプライオリティレベ
ルの設定も可能です。
最大24チャンネルのAMMを2つ搭載しています。2つ
のゾーンに24チャンネルずつ使用したり、大ن໛イ
ベントでは1つのゾーンに48チャンネルを使用でき
ます。

for PROFESSIONAL Performance 

Processing & FX 
●パワフルプロセッシング

▪�各チャンネルに、HPF、サイドチェーンとフィルターを
備えた超ߴ଎ゲート、サウンドに༂動感を生み出す
4バンドパラメトリックイコライザー、RMSコンプレッ
サーを装備。
▪�ミックスには、パラメトリック・イコライザー、28バンド
のグラフィック・イコライザー、コンプレッサーを装備。

●ワールドクラスのFX

8つのステレオFXエンジンを搭載しており、定評のある
RackExtraライブラリも完備。
各エンジンには専用のステレオ・リターンが用ҙされて
いるので、48の入力チャンネルを無駄にしません。

▶�Spatial�Modelling�
Reverb（SMR）
▶Stereo�Tap�Delay
▶ADT�Doubler
▶Chorus

▶Symphonic�Chorus
▶Flanger
▶MOO�12�Stage�Phaser
▶Gated�Verb

●アドオン・プラグイン（༗ঈ）

数ʑのワールドツアーでࡍࠃ的なアーティストに使用され、数ʑのड৆ྺのあるdLiveの
DEEPプロセッシングがS2で使用可能になりました。また、3ackEYtra FXにもアイテムを増やすことができます。

RackExtra FX-Tools 
DynEQ4 De-Esser Hypabass 

RackExtra FX-Effects
Echo Bucket Brigade 

DEEP GEQs 
Proportional Q

RackExtra FX-Tools 
MultiBD Compressor 4 MultiBD Compressor 3 Hybrid Constant-QDiGi-Q

DEEP Preamps 
Tube Stage Pre（無償）OptoMighty16VU16T

DEEP Compressors 
Peak Limiter 76

ブラックフェイスもあり

MIDI Control ソフトウェア（ແঈ）

MIDI�Controlは、Mac�OSやWindowsでԾ૝の
MIDIポートを作成し、DAWコントロールを実現し
ます。
（→p.17）
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● ࿥音・࠶ੜ、ストリーミングを可能にする6SBインターフェースを搭載

▪�32×32、96/48kHz、24bitのオーディオインターフェースにより、マルチトラックレコーディング、
バッキングトラック再生、ライブストリーミング、バーチャルサウンドチェックが可能。
▪�SQ-Drive：USB-A
ステレオ/マルチトラックの録音・再生（フルパッチ）が可能。
16ch!96kHz、32ch!48kHz
　※�SQ-Driveのオーディオレコーディングおよびマルチトラック再生はߴ、 い持続స送レートをサポート
するUSBストレージデバイスである必要があります。一般的なUSBキーメモリは、BGMでの؆қ的な
再生にはศ利ですが、ほとんどの場合௕時間の録音などで҆定した持続性をಘられません。

▪�USB�Audio�Streaming：USB-B
32×32、48/96kHz
▪�インターフェースはMac�OS�Xのクラスに準ڌ。Logic、Cubase、Reaper、ProToolsなどのCoreAudio
をサポートするDAWで認識され、プラグアンドプレイが可能。WindowsではASIOäとWDMに対応した
ドライバーを用ҙ。
▪�無償のMIDI�Control�ソフトウェアを使用して、一般的なDAWのフェーダーにマッピング可能。

SQ MixPad 
ミキシング機能のオンラインコントロールやオフラインでのฤूが可能。

▪�オンラインモードでは、主なミキシング機能を有線または無線でコントロールでき
ます。エンジニアはҟなるリスニングポジションからのミキシングが可能になり、
ステージからのモニターミックスの設定、あるいはローカルコントロールを追加で
きます。
▪�オフラインモードでは、シーンやショーの保ଘ・管理、ストリップアサインやチャンネ
ルリストの編集、USBデバイスへのファイルస送（PCとMacのみ）、ミキサーとの間
でショーを直接プッシュ／プルできます。
※�iOS、Android、Windows、MacOSの各プラットフΥームで利用可能。

SQ4You  
S2シリーズのパーソナル・ミキシング・アプリ。

▪�最大8ਓのパフΥーマーが自分のモニター・ミックスをAndroidまたはiOSデバイス
からコントロールできます。
▪�12のモノラルまたはステレオミックスから選択
▪�コントロールするソースの割り当て（チャンネル、FXリターン、グループ）
▪�チャンネルの൪号、名前、メーターのදࣔ
▪�ミックスのマスターレベル、ミュート、PEQ、GEQ、コンプレッサーのコントロール
▪�ミックスセンドのレベルとパンのコントロール　など

※�接続可能なSQリモートアプリの最大数は8で、SQ-MixPadは最大2つです。例えば、SQ-MixPadを2つ、SQ4:ouを6つ、またはSQ-MixPadのインスタンスを1つ、SQ4:ouのインスタンスを7つ接続
することができます。

SQ APP 

SQ-BRACKET オープンプライス

SQのޙ෦にSQ�MixPadを搭載したタブレット端末を
装着するブラケット。SQ-5とSQ-6は1枚、SQ-7は2枚
装着可能。スチール੡。

SQ-5-RK19 オープンプライス

SQ-5用ラックマウントキット。
標準的な19インチラックにマウント可能。

ダストカバー オープンプライス

ポリエステル੡のフィット感のあるࠇのᎢਫ性ダスト
カバー（スクリーン印࡮によるロゴ入り）。
AP11334：SQ-7
AP11333：SQ-6
AP11332：SQ-5

Option
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▪96kHz�XCVIプロセッシングコア
▪�38入力（32モノラル/リンク可能、3ステレオ）、12ミックス、4マトリクス、
6FXエンジン
▪Everything�I/Oエキスパンダー接続用のSLinkポート

▪�32×32USB-Cオーディオインターフェース
▪�SDカードで32チャンネルのマルチトラック録音/再生
▪�USB-Aポート経由でシンプルなステレオ録音/再生が可能
▪�フェーダー数のҟなる3フレームを用ҙし、それぞれにDante搭載モデルを用ҙ
（48/96kHz、16×16ch）

共通性能

Qu-7 NEW オープンプライス

2V-�D Dante搭載モデル

▪�入力：16モノラル/ステレオリンク（コンボ）
▪�プロセッシング入力：32ʴ2ステレオʴUSB1&2
▪�アナログ出力：20（XLR）、2（TRS）
▪�デジタル出力：1（AES/EBU）
▪�SLink：Everything�I/Oエキスパンダー拡張用
▪�32フェーダーʴ1メインフェーダー
▪�最大AUX/GROUPS：6ʴ6ステレオ
▪�最大マトリクス：4
▪�FXエンジン：6
▪�Danteポート：16×16（Qu-7Dのみ）
▪�96kHz�XCVIプロセッシングコア
▪�USB-C：USBストリーム、USB-A：ステレオレコーディング/プレイバック
▪�SD：マルチトラックレコーディング/プレイバック
▪�7インチタッチӷথスクリーン
▪�オプションでフラグシップモデルのダイナミクスDEEP�Processingに対応

Qu-5 NEW オープンプライス

2V-5D Dante搭載モデル

▪�入力：16モノラル/ステレオリンク（コンボ）
▪�プロセッシング入力：32ʴ2ステレオʴUSB1&2
▪�アナログ出力：12（XLR）、2（TRS）
▪�デジタル出力：1（AES/EBU）
▪�SLink：Everything�I/Oエキスパンダー拡張用
▪�16フェーダーʴ1メインフェーダー
▪�最大AUX/GROUPS：6ʴ6ステレオ
▪�最大マトリクス：4
▪�FXエンジン：6
▪�Danteポート：16×16（Qu-5Dのみ）
▪�96kHz�XCVIプロセッシングコア
▪�USB-C：USBストリーム、USB-A：ステレオレコーディング/プレイバック
▪�SD：マルチトラックレコーディング/プレイバック
▪�7インチタッチӷথスクリーン
▪�オプションでフラグシップモデルのダイナミクスDEEP�Processingに対応

Qu-5 Qu-6 NEW オープンプライス

2V-�D Dante搭載モデル

▪�入力：16モノラル/ステレオリンク（コンボ）
▪�プロセッシング入力：32ʴ2ステレオʴUSB1&2
▪�アナログ出力：16（XLR）、2（TRS）
▪�デジタル出力：1（AES/EBU）
▪�SLink：Everything�I/Oエキスパンダー拡張用
▪�24フェーダーʴ1メインフェーダー
▪�最大AUX/GROUPS：6ʴ6ステレオ
▪�最大マトリクス：4
▪�FXエンジン：6
▪�Danteポート：16×16（Qu-6Dのみ）
▪�96kHz�XCVIプロセッシングコア
▪�USB-C：USBストリーム、USB-A：ステレオレコーディング/プレイバック
▪�SD：マルチトラックレコーディング/プレイバック
▪�7インチタッチӷথスクリーン
▪�オプションでフラグシップモデルのダイナミクスDEEP�Processingに対応

ੈքで圧倒的࣋ࢧをಘたQu-16 / 24 /48のਖ਼౷ਐԽ
す΂てが৽しい、৽時୅のデジタル・ミキサー
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Qu-5D

Qu-6D

Qu-7D

Connecting to Qu Series

SLinkポート

SLinkポート

Danteインターフェース

SLinkポートDanteインターフェース

Danteインターフェース

ը૾はす΂て-D（Dante౥ࡌモデル）のものです。 

Qu-5/5D用ラックマウントキット
QU-5-RK19/X オープンプライス

Qu-5/Qu-5Dのオプションとして

Qu-7/7D用ダストカバー
AP14098 オープンプライス

Qu-7/Qu-7Dのオプションとして

Qu-6/6D用ダストカバー
AP14097 オープンプライス

Qu-6/Qu-6Dのオプションとして

Qu-5/5D用ダストカバー
AP14096 オープンプライス

Qu-5/Qu-5Dのオプションとして

Qu-5/5D/6/6D/7/7D用タブレットブラケット
QU-BRACKET オープンプライス

Qu-5/6/7共௨オプションとして

Option
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The Next Stage Performance 
●す΂てが৽しい、৽時୅のデジタルミキサー

Qu-5/6/7はXCVIコア、I/O機能から、UI、ը໘とフェーダーまで、すべてを再設計しています。
Qu-5/6/7は38入力（32モノラル/リンク可能、3ステレオ）、12ミックス、4マトリクス、6つ
のFXエンジン（専用ステレオリターン付き）、およびEverything� I/Oエキスパンダー接続用の
SLinkポートを搭載しています。શモデルに32×32USB-Cオーディオインターフェースを搭載
し、DAW録音に対応。SDカードで32チャンネルのマルチトラック録音/再生、USB-Aポート経由
でシンプルなステレオ録音/再生が可能です。
ラインナップは3つのフレームサイズから選択でき、各モデルはDante接続の有無を選択可能。
Danteインターフェースは48/96kHzで16×16chに対応しています。

●2Vシリーズの௚感的なワークフローをܧঝしͭͭ最৽Խ

直感的なワークフローで評ՁされてきたQuのૢ作性をܧঝしな
がらも৽ੈ୅モデルは、4つのカスタムフェーダーレイヤー、より
ଟくのアサインが可能なSoft,eys、ॊೈなルーティングオプショ
ンを拡張しています。ユーザーインターフェースは、ナビゲーショ
ンの଎౓と使いやすさをポイントに࡮৽し、ॏ要なミキシング機
能は常にࢦઌでૢ作可能です。

●フラグシップモデルのダイナミクスをܧঝ

Qu-5/6/7はフラグシップモデルdLiveで定評のあるDEEP�
Processingにオプションで対応し、伝આ的なスタジオコンプレッ
サーとプリアンプのエミュレーションをӡ用できます。さらに、CQ
シリーズで採用されたフィードバックアシスタントとゲインアシス
タントを搭載。セットアップのストレスを軽減し、サウンドチェック
をਝ଎化します。

ӡ用シーンに߹わせて多༷なI/Oエキスパンダーを૊Έ߹わせ可能

Everything I/O  

DX012
（→p.29）

DX164-W
（→p.29）

DX168
（→p.29）

DX32
（→p.28）

DX88-P
（→p.30）

AR84
（→p.31）
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Everything I/O  

Qu MixPad
会場಺のどこからでもタブレットから2Vミキサーをリモート制御

▪ステージサイドでモニターをඍ調整するࡍでも、サウンドチェックதに会場内を動き
回るࡍでもQuミキサーを制御できるエンジニア向けアプリ。
▪ステージ上でӡ用すれば演奏者とモニターミックスを容қにセットアップでき、શ
һの必要な音を正֬に設定可能です。
▪Qu�MixPadは最大2台追加できるため、コンソールと合わせて最大3つのミキシング
ポイントとして機能します。そのためあらΏる演໨でॊೈなૢ作性とߴ଎でレスポン
スの早いミキシングを実現します。

Q4U
ミϡージシャンのたΊのパーソナルミキシングアプリ

▪パフΥーマーがAndroidまたはiOSデバイスから独自のモニターミックスを作り出
せるミュージシャン向けアプリ。ミュージシャンଆのケアを必要最低限にできるた
め、エンジニアはFOHのミキシングに集தできます。
▪最大8台の同時ӡ用が可能なため、ボーカリストからドラマーまで、バンドશһの使
用が可能です。
▪アプリの設定はキーレベルをコントロールする4つのϗイールインターフェース以
֎にも、AuxミックスのEQ、コンプレッサーをすべて調整可能なインターフェースま
でଟذに࿱ります。ミュージシャンがૢ作をޡった場合も、エンジニアが؆୯にҾき
。いで設定を完了させることが可能ですܧ

Qu APPS 

DT168
（→p.32）

DT22
（→p.33）

DT02
（→p.33）

DT20
（→p.33）

DT164-W
（→p.32）

AB168
（→p.31）

AR2412
（→p.31）
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※ը૾は、リダンダント電ݯとオプ
ションのI/Oモジュールを装着して
います。

M-DX32-INPR オープンプライス

PRIME�Inputカード
8入力、32bit/96kHz�ADCコンバーター搭載

M-DX32-OUTPR オープンプライス

PRIME�Outputカード
8出力、32bit/96kHz�DACコンバーター搭載

M-DL-AIN オープンプライス

8マイク/ライン入力。ゲイン、パッド、48Vファンタム
電ݯはプリアンプによるデジタルコントロール。

M-DL-AOUT オープンプライス

8ライン出力、バランスXLRコネクター。電ݯのOn/O⒎�
時のノイズを๷ࢭ。

M-DL-DIN オープンプライス

4×ステレオAES3入力。サンプリングレート：32-
192kHz、96kHzではバイパス。

M-DL-DOUT オープンプライス

4×ステレオAES3出力。XLRコネクター（96kHz、
88.2kHz、48kHz、44.1kHz�切替）

⾣DX32用I/Oモジϡール

入ग़力数を増やしたり、཭れた場所で入ग़力が必要となͬた場߹など༷ʑなシチϡエーションに対応できるI/O拡張ユニット܈。
ॆ実したラインナップで、最適なシステムを簡単に構成することができます。シリーズをまた͙システムでも使用できます。

GX4816 5U オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

▪�48マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータスLED付）、16ライン出力、
96kHz、GXポート×1、DXポート×2（A�/�B）
▪ラックマウント（5U）可能
▪AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大：90W

▶�GX：gigaACE（dLive）/�SLink（Avantis/SQ）（128×128）
�DX�1：DX32または2台までのDX168�/�DX164-W�/�DX012�/�DX88-P（32×32）
�DX�2：DX32または2台までのDX168�/�DX164-W�/�DX012�/�DX88-P（32×32）
または

　�DX�2：ME�パーソナルモニタリングシステム（0×40）
※dLiveに接続している場合、機能しない

DX32 4U オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

▪�4入出力カードスロット、96kHz、電ݯユニットMPS16×1（出ՙ時実装ࡁみ
※電ݯೋॏ化には計2台必要）
▪�2本のケーブルを使用してリダンダント接続が可能。
▪�ラックマウント（4U）可能。চஔきとして使用する場合のプラスチック੡の଍も
付ଐ。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大300W

▶��DX�A：dLive�Surface�/MixRack、DX�Hub、DX�Link�card、SLink
　リダンダントを組む場合、
DX�A、B：dLive�S�Class�Surface�/�MixRack、DX�Hub（×2）�/�DX�Link�card

拡大

拡大

I/O Expander 
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I/O Expander 

DX164-W オープンプライス

ຒΊࠐΈ型I/O拡張ユニット

▪�16マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータス
LED付）、4ライン出力、96kHz、DXポート×2（A�/�B）
▪DX�Bポートはカスケードとリダンダントのモード切替
が可能。ޓ換性のあるハードウェアのリダンダント接続
や、DX168、DX164-W、DX012、DX88-Pのいずれか
1台のDXエキスパンダーへのデイジーチェーン接続に
よるI/Oの追加が可能。
▪�นֻけやステージ上への設ஔが可能。※マウントフレー
ム使用。
▪�AC電ݯ、およびDC12V電ݯの供څが可能。DC電ݯは
リダンダント電ݯとしても使用可能。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大35W

付ଐ඼ AA11504：น໘ݻ定用マウントフレーム
AC直接഑線用グランドモジュール

DX168 オープンプライス

Ҡ動型I/O拡張ユニット

Option AB1608-R,19：ラックマウントキット
AP9932：キャリーバッグ

AB1608-R,

▪�16マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータスLED付）、8ライン出力、96kHz、DXポート×2
（A�/�B）
▪�DX�Bポートはカスケードとリダンダントのモード切替が可能。ޓ換性のあるハードウェアのリダン
ダント接続や、DX168、DX164-W、DX012、DX88-Pのいずれか1台のDXエキスパンダーへのデイ
ジーチェーン接続によるI/Oの追加が可能。
▪�଱ٱ性のߴいラバーバンパーを備えたؤৎなデザインのため、ステージフロアに直接設ஔ可能。
▪�ॏ量は4.8kgで、ؤৎなキャリーハンドルを装備。
▪�オプションでラックマウントキットを用ҙ。19インチラックに設ஔ可能（4U）。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大35W

DX012 1U オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

▪�12出力（切替：12アナログ、8アナログ+4AES3、4アナログ+8AES3）、DXポート×2（A�/�B）
▪�AES3出力प೾数切替（96kHz、88.2kHz、48kHz、44.1kHz�切替）
▪�DX�Bポートはカスケードとリダンダントのモード切替が可能。�dLive�S�ClassやDX�Link�card
などのޓ換性のあるハードウェアのリダンダント接続や、DX168、DX164-W、DX012、DX88-P
のいずれか1台のDXエキスパンダーへのデイジーチェーン接続によるI/Oの追加が可能。
▪�ラックイヤーは前໘、എ໘どちらにもऔり付け可能。※出ՙ時は、前໘にऔり付け。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大35W

付ଐ඼ ラックマウントキット※出ՙ時औり付けࡁみ
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DX Hub オープンプライス

拡張H6B
▪�R+45（4DX Linkポート、1gigaACEポート）、AC電ݯ
▪�各DX Linkポートには最大2台のDX拡張ユニットを接続可能。
▪�dLiveやAvantisシステムで使用するࡍは、複数のDX Hubを使用する
ことで、さらなる拡張やリダンダントが可能。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大5W

Option FULLU-R,19：ラックマウントキット

DX88-P NEW オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

▪�8マイク/ライン入力（リコール可能な5d60dBゲイン、ファンタム電ݯ
供20、څdB Pad）、8ラインアウト（96kHz対応）
定設備に最適なユーロブロックコネクタ。AHM、SQ、Avantis、dLiveݻ�▪
システムに対応。
▪�DC12V電ݯ供څ
▪�DX BポートはDX拡張ユニットを最大2台までカスケード可能。
▪�オプションでラックマウントキットを用ҙ。前໘、എ໘どちらにもऔり付
け可能で、1Uに2台ฒべての設ஔやDX HubやGPIOとの設ஔも可能。

Option DX88-P-R,19：ラックマウントキット

GPIO オープンプライス

リモートコントロール用の൚用I/Oインターフェース

▪�フェニックス・コネクターによる8つの光ઈԑ入力と8つの常։（N/O）
リレー出力。うち1つはノーマルクローズ出力（N/C）に設定可能。
▪�2つの+10V DC出力（最大500mA）を装備。PoE（IEEE 802.3af-
2003）対応。
▪�最大8個のGPIOモジュールをCAT5ケーブルでdLiveシステムに直接
または100Mb/sネットワークスイッチをհして接続。
▪�GPIOの機能は、dLive /Avantis Directorソフトウェア（PC/Mac）
またはdLive SurfaceやAvantisを使ってプログラム可能。EVAC（ア
ラーム/システムミュート）、์ 送（オンエアライト、フェーダースタート
ロジック）、シアターオートメーション（カーテン、ライト）など、様々な
用途に対応。
▪�オプションのラックマウントキットで、19インチラック（1U/1/2෯）
に設ஔ可能。

Option FULLU-R,19：ラックマウントキット

I/O Expander 
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AR2412 3U オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

▪�24マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータス
LED付）、12ライン出力、48kHz、̳ SNA,Eポート×1、
MONITOR（ME）ポート×1、エキスパンダーポート×̍
▪�dSNA,Eはリモートプリアンプをコントロールし、す
べてのマイクプリアンプはミキサーからシーンリコー
ルが可能。
▪�MEパーソナルミキサーに接続するモニターポートと、
AR84やAB168にデイジーチェーン接続するエキスパン
ダーポートも搭載。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大
70W
※dLiveシステムでは使用ෆ可。

▪�8マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータスLED付）、4ライン出力、48kHz、
dSNA,Eポート×1
▪�dSNA,Eはリモートプリアンプをコントロールし、すべてのマイクプリアンプはミキサー
からシーンリコールが可能。

▪�AR2412やAB168にデイジーチェーン接続も可能。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大20W
※dLiveシステムでは使用ෆ可。

AR84 1U オープンプライス

ラックマウント型I/O拡張ユニット

Option AB1608-R,19：ラックマウントキット
AP9932：キャリーバッグ

▪�ॏ量は4.8kgで、ؤৎなキャリーハンドルを装備。
▪�オプションでラックマウントキットを用ҙ。19インチラックに
設ஔ可能（4U）。
▪�AC電100ݯV（3ピンIEC）、50/60Hz、ফඅ電力：最大40W
※dLiveシステムでは使用ෆ可。

▪�16マイク/ライン入力（ファンタム電ݯステータスLED付）、8ライン出力、48kHz、
dSNA,Eポート×1、エキスパンダー／MEポート×̍
▪�dSNA,Eはリモートプリアンプをコントロールし、すべてのマイクプリアンプはミキサー
からシーンリコールが可能。また、MEパーソナルミキサーに接続して40chを提供。
▪�AR2412やAR84へのデイジーチェーン接続も可能。
▪�଱ٱ性のߴいラバーバンパーを備えたؤৎなデザインのため、ステージフロアに直
接設ஔ可能。

AB168 オープンプライス

Ҡ動型I/O拡張ユニット。

AvantisやSQシリーズで使用可能なI/O拡張ユニット。 ※dLiveでの使用ෆ可。 

I/O Expander 

CAT6ケーブル オープンプライス

ALLEN�＆�HEATHがਪ঑するプロフェッショナルグレードのCAT6�Etherq�exケー
ブル。用途に合わせて௕さを選Ϳことができ、すべてNeutrik�EtherConロッキング
コネクタ付きです。

AH10884  20m�CAT6ケーブル（STP、NEUTRI,�etherCON）
AH10885  50m�CAT6ケーブル（STP、NEUTRI,�etherCON、ドラム付き）
AH10886 80m�CAT6ケーブル（STP、NEUTRI,�etherCON、ドラム付き）
AH10887 100m�CAT6ケーブル（STP、NEUTRI,�etherCON、ドラム付き）



32

DT168 オープンプライス

Ҡ動型I/O拡張ユニット。

▪16マイク/ライン入力、8ライン出力、96kHz/48kHz、
1PSU、2R+45（Danteポート Primary/Secondary）
▪�ラバーバンパーとハンドルが付いた持ちӡびにศ利なモデル。
▪�プライマリポートとセカンダリポート装備。デイジー
チェーン接続やリダンダントが可能。
▪�Dante Domain Manager対応
▪�dLive、Avantis、SQ、AHMの各システムに、Dante
カードを装着することで最大16台まで追加可能。

Option AB1608-R,19：ラックマウントキット
AP9932：キャリーバッグ

M-DL-DANT64
（Dante 64x64カード）

オープンプライス

▪�64chのDante I/O（96kHzまたは48kHz）
の૒ํ向௨信が可能

M-DL-DANT128
（Dante 128x128カード）

オープンプライス

▪�128chのDante I/O（96kHzまたは48kHz）
の૒ํ向௨信が可能

Danteオーディオ・ネットワーキング・カード
共通スϖック
▪�リダンダンシーまたはスイッチオペレーションのためのプライマリ
およびセカンダリオーディオポート
▪�コントロール・ネットワークの設定を行うための専用ポート
▪dLive/Avantisコントロール・ネットワークとDanteコントロール・
ネットワークをブリッジするネットワーク・ブリッジ・スイッチを内蔵
▪�Dante Virtual Soundcardによるマルチトラックレコーディング
　▷48kHzで64チャンネル
　▷96kHzで32チャンネル
▪�AES67対応
▪�DDM（Dante Domain Manager）対応
੡のネットワークハードウェアを使用可能ط�▪

DT164-W オープンプライス

ຒΊࠐΈ型I/O拡張ユニット。

▪�16マイク/ライン入力、4ライン出力、96kHz、Dante
ポート×2（Primary/Secondary）、DC入力（3A
12V）
▪�プライマリポートとセカンダリポート装備。デイジー
チェーン接続やリダンダントが可能
▪�นֻけやステージ上への設ஔが可能。※マウントフレーム使用
▪�AC電ݯ、およびDC12V電ݯの供څが可能。DC電ݯは
リダンダント電ݯとして使用可・AES67対応
▪�Dante Domain Manager対応
▪�dLive、Avantis、SQの各システムに、Danteカードを
装着することで最大16台まで追加可能。

▪�DT168およびDT164-Wのリモート
コントロール
▪�プリアンプゲイン、+48V、パッドの
コントロール
▪�DT I/O拡張ユニットのファームウェ
ア・アップデータを含む
▪�ネットワークインターフェースの選択
▪�最大16台のDT機器の制御

Networking card dLiveやAvantisをDanteネットワークに接続するたΊのネットワークカード。
��×��と12�×12�を用意。

I/O Expander Danteネットワークに対応するI/O拡張ラック。
Ҡ動型と設置型の2छを用意。

※SQ SeriesでDanteネットワークに接続する場合は、M-SQ-DANT64（→p.21）を使用してください。

Dante ネットワーク対応੡඼

ෳ数のDTユニットのリモートコントロールが可能となり、Danteを搭
載したサードパーティ੡デジタルミキサーやサウンドマネジメントシス
テムとDTエキスパンダーの使用が可能となります。

DT Preamp Control ソフトウェア

ALLEN ˍ HEATHのウェブサイトから
無料でダウンロードできます。
httpT�//XXX.aMMen-heath.com/dt-preamp-controM/

付ଐ඼ AA11504：น໘ݻ定用マウントフレーム
AC直接഑線用グランドモジュール
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Dante ネットワーク対応੡඼

Dante
ग़力インターフェース

DT02

Option
DT-R,19：ラックマウントキット

DT02 オープンプライス

▪�Dante出力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�2×XLRライン出力
▪�PoE電ݯまたは電ݯアダプター
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�ゴム଍付ଐ

DT02-M オープンプライス

▪�Dante出力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�2×XLRライン出力
▪�PoE電ݯ（֎෦電ݯなし）
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�サーフェスマウントۚ۩（DT-SM,）
付ଐ

Dante
入力インターフェース

DT20

Option
DT-R,19：ラックマウントキット

DT20 オープンプライス

▪�Dante入力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�2×コンボジャックのマイク/ライン入力
▪�PoE電ݯまたは電ݯアダプター
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�ゴム଍付ଐ

DT20-M オープンプライス

▪�Dante入力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�2×コンボジャックのマイク/ライン入力
▪�PoE電ݯ（֎෦電ݯなし）
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�サーフェスマウントۚ۩（DT-SM,）
付ଐ

Dante
入ग़力インターフェース

DT22

DT22-M オープンプライス

▪�Dante�入出力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�ユーロブロック・コネクター、2入力×
2出力

▪�PoE電ݯまたは電ݯボックス
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�サーフェスマウントۚ۩（DT-SM,）
付ଐ

DT22 オープンプライス

▪�Dante入出力インターフェース、48kHz
/96kHz
▪�ユーロブロック・コネクター、2入力×
2出力
▪�PoE電ݯまたは電ݯアダプター
ৎなアルミニウム੡ボックスؤ�▪
▪�ゴム଍付ଐ

DT02-M、DT20-M、DT22-Mは、ଆ໘のߔにインサート・バーがऔり෇
けられています。インサート・バーのͶじ݀を使用して、෇ଐのサーフェ
スマウントۚ۩をऔり෇けます。

・ ඪ४的なイーサネットケーブル1本でDanteネットワークに組み込Ίる͏
え、PoEిڅに対応。

・ テーブルやԋ台のԼなどACిݯを֬อできないシチϡエーションでのӡ用
を૝定。

・ いずれもDDM（Dante Domain Manager）、AES6�に対応。

Danteとアナログフォーマットのコンバーターとして׆༂ʂ

Danteとアナログフォーマットのコンバーターとして׆༂。
コンパクトなサイズなので、テーブルやԋ୆のԼに設置してローカルマイクを接続したり、
ステージ上やFOHで必要な場所にラックマウントしたりすることができます。

I/O Interface

●ʮ-Mʯモデル用औ෇ۚ۩

DT-RK19 オープンプライス

2台までのDTシリーズをऔり付け可能。

DT-SMK オープンプライス

-Mのつくݻ定設備用モデルの付ଐ඼。スペア
として購入可能。
औ付໘は、上下どちらにも装着可能。

※ը૾はDT02を2台使用※ը૾はDT02-Mを使用

ఆ設උ用ʮ-Mʯモデルにͭいてݻ

ラックマウントキットサーフェスマウントۚ۩

ଆ໘のߔにͶじ݀

インサート・バー

Dante対応デバイス΁

˝DT20を使用した例

NetXork SXitch

PoE

アφログ
フΥーマット

Option
DT-R,19：ラックマウントキット
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ME-1 オープンプライス

�0cIパーソナル・ミキサー

▪�レベルとパンコントロールを備えた40の入力
▪�調光可能な有機ELスクリーンと16×バックライト付きアサイナブルキー
▪�コンソールのバスを使用せずにME-1内でグループ化が可能
▪�16ユーザープリセット。レベル、パン、ミュート、キー・アサインをすべて保ଘし、ボタンをԡすだけでݺ
び出しが可能。プリセットはUSBに保ଘして、೚ҙのME-1ユニットでݺび出すことも可能。
▪�すべてのチャンネルとグループにカスタムネームをදࣔ。コンソールに接続するとコンソールଆから自動的にऔಘ。
▪�マスター3バンドEQとリミッターを搭載
▪�MP3プレーヤー、クリックトラックなどのAUX入力を装備
▪�アンビエントマイク、シグナルジェネレーター搭載
▪�ϔッドϗン出力（TRS
ミニ）
▪�主電ݯまたはPoE電ݯ
▪�デイジーチェーンまたは標準のPoEイーサネットハブを使用

仕様
⿏�प೾数特性：20Hz～20kHz（+0/－1dB）
⿏�AD/DA変換：24bit、48kHz
出力ノイズ：－95dBuཹ࢒�⿏
⿏�ϔッドϗン出力：300mW+300mWˏ100Њ
ෛՙ
最大：+21dBu
⿏�モノ出力：ฏ0ۉdBu / 最大+18dBu
⿏�Aux入力：ฏ8－ۉdBu / 最大+10dBu / イ
ンピーダンスʼ10kЊ
⿏�PoE（802.3af：15.4W）
またはPoE+（802.3at：30.0W）

⿏�PoE要求性能：PoE時、下限10W（PoE ハブ
では15W）
⿏�֎෦電ݯ：入力：100V AC、50/60Hz / 出力：
12V DC
1.25A
⿏�寸法・質量：W227×H68.5×D160mm、1.1kg

仕様
⿏�प೾数特性：20Hz～20kHz（+0/－1dB）
⿏�AD/DA 変換：24bit、48kHz
出力ノイズ：－95dBuཹ࢒�⿏
⿏�ϔッドϗン出力：300mW+300mW ˏ100
Њෛՙ、最大：+21dBu
⿏�PoE（802.3af：15.4W）
またはPoE+（802.3at：30.0W）
⿏�PoE要求性能：PoE時、下限10W（PoE ハブ
では15W）

⿏�֎෦電ݯ：入力：100V AC、50/60Hz /出力：
12V DC、1.25A
⿏�寸法・質量：W227×H70×D160mm、1.1kg

ME-500 オープンプライス

1�cIパーソナル・ミキサー

▪�レベルとパンコントロールを備えた16モノラル/16ステレオ入力
▪�マスター2バンドEQとリミッターを搭載
▪�ミキサーからアサインされた最初の16個のモノラル/ステレオチャンネル、およびミックスは、16個の
セレクトキーに自動的に割り当て
▪�8ユーザープリセット。レベル、パン、ミュート、キー・アサインをすべて保ଘし、ボタンをԡすだけでݺび
出しが可能。プリセットはUSBに保ଘでき、他のME-500へ؆୯にస送可能。
▪�ϔッドϗン出力（TRS
ミニ）
▪�ソロ、ミュートキー
▪�主電ݯまたはPoE電ݯ
▪�デイジーチェーンまたは標準のPoEイーサネットハブを使用
▪�マイクスタンドブラケットとϔッドϗンハンΨーは別ചりです。

Personal Monitoring System
໌֬なビジϡアルフィードバックによるシンプルなコントロールで各パフォーマーに最適なサウンドをఏڙ。
セットアップをਝ速Խし、サウンドチェックをԁ׈に行͑ます。

のME-1とME-�00ですが、ユーβーやシチϡエーションにより使ݟ֎たよ͏なࣅ
い方がҟなります。

チャンネル数がଟくリハーサル時ؒがे෼にあるショー、ઐଐのアーティストが常
றする݁ࠗࣜ場やଟ໨的ϗールでは、ME-1を使用することで、エンジニアは各アー
ティストの޷みやニーζを完ᘳに൓өさせて各ユニットをߏ੒できます。

フェスティバルなどエンジニアとアーティストのサウンドチェックの時ؒが限ら
れている場合、または༧ࢉが限られている場合やチャンネル数がগない場合には、
ME�00がおקΊです。最খ限のखؒでショーをཱち্͛ることができます。

ME-1とME-500 どͪらを選Ϳ？

Option
AB8999：マイクスタンドऔ付ブラケット
AA8705：ϔッドϗンハンΨー
IP6-ME-MOUNT：ウΥールマウントブラケット

付ଐ඼
マイクスタンドブラケット、ϔッドϗンハンΨー
Option
IP6-ME-MOUNT：ウΥールマウントブラケット
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●接続例

仕様
⿏電100：ݯV�AC、50/60Hz
⿏ফඅ電力：250W
⿏動作気Թൣғ：5 C˃-35 C˃
⿏PoE性能：15W（各ソケット）
⿏�寸法・質量：W482.6×H93×D253mm、4.6kg

 ALLEN ＆ HEATHの
デジタル・ミキシング・システムとME-1/ME-500
ME-6を使用しない場߹
ME-1とME-500は、ALLEN�＆�HEATHのデジタル・ミキシング・システムのME、
SLink、dSNA,E、Monitorの各ポートに直接接続可能。
複数のME-1およびME-500をデイジーチェーン接続可能です。
※各ユニットに֎෦電ݯが必要。

ALLEN ＆ HEATHの
デジタル・ミキシング・システムとME-1/ME-500
ME-6を使用した場߹
ME-Uは、ALLEN�＆�HEATHのデジタル・ミキシング・システムのME、SLink、
dSNA,E、Monitorの各ポートに直接接続できます。ME-Uに直接接続されたME-1
およびME-500には、PoE経由で電ݯが供څされ、ユニットごとに別々の電ݯを使
用する煩わしさをഉআ。10ポート以上が必要な場合は、複数のME-Uハブをディ
ジーチェーン接続できます。

ME-6に
ʮM-MADI2-Aʯカードを使用した場߹
MADI接続に対応した他ࣾ੡のデジタル・ミキシングシステムと使用可能。

ME-6に
ʮM-DANTEʯカードを使用した場߹
Dante接続に対応した他ࣾ੡のデジタル・ミキシングシステムと使用可能。

M-MADI2-A オープンプライス

MADIインターフェースカード。48kHz対応。
64MADI（BNC）。
※ME-Uで使用する場合、தԝのAUX端ࢠ
と右のMADI�LIN,2（IN/OUT）端ࢠは使用
ෆ可。

M-DANTE オープンプライス

Danteインターフェースカード。64×64
入出力、48kHz対応、R+45ポート（Control�
Network、Dante�Primary/Secondary）。

●Option Card

DiGiCoࣾミキサー専用MEカード
DMIスロット装備のDiGiCoミキサーに
MOD-DMI-MEカードをૠ入するとME
システムが使用できます。MOD-DMI-ME

ME-U 2U オープンプライス

パラレル接続用10ポートPoEモニターϋブ

▪��ロッキング機能付きEtherconコネクターを10ポート搭載
▪��各ポートからME-1またはME-500に電ݯと音੠を供څ。
ユニットごとに別々の電ݯを使用する煩わしさをഉআ。
▪��2つのハブをリンクしてポートを૿設
▪��ツアリンググレードのߴ඼質
▪��ラックマウント可能（2U）
▪��接続されたME-1は、SQやdLiveのミキサーからチャンネル名を自動的にピックアップ
▪��ユニット名とIPアドレスをブラウザで設定し、チャンネル名をख動で入力可能
▪��オプションカードを使用することで、他ࣾのデジタルコンソールとの接続も可能



༏れた性能でマルチκーンの音ڹを制御するオーディオ・マトリクス・プロセッサー。
カスタマイズ可能なインターフェースでૢ作も簡単。

36

AHM-64 2U
オープンプライス

��×��プロセッシング・マトリクス
12×12ローカルアナログI/O

AHM-32 1U
オープンプライス

�2×�2プロセッシング・マトリクス
12×12ローカルアナログI/O

AHM-16 1U
オープンプライス

1�×1�プロセッシング・マトリクス
�×�ローカルアナログI/O

IP1 オープンプライス

小型かͭシンプルなウォールプレート。
ٕज़者でないユーザーにも便利で
簡単なコントロールをఏڙします。

IP1-WH-EU
IP1-BK-EU

IP1-WH-US
IP1-BK-US

IP6 オープンプライス

�個のプッシϡ・アンド・ターンࣜ
ロータリーエンコーダ

IP8 オープンプライス

�ຊのモーターライズドフェーダーを搭載。
dLiveやAvantisの௥Ճフェーダーやサーフェスレスの
ミキシングシステムとして、ϋンズオンコントロールを可能にします。
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●マルチκーンの音声制御を構築

ܶ場、ۀا、小ചళ、঎ࢪۀ設、පӃ、ڭҭ機ؔなど、マルチゾーンの音੠制御を必要と
するࢪ設で優れた性能をൃشします。ଟ数のI/O拡張ユニットやリモートコントロー
ラー、Danteネットワークに対応するカードなど様々なオプションを組み合わせて、
ユーザーが必要とする最適なシステムを構築可能。

●��kH[ の高音࣭、௿レイテンシー

࣍ੈ୅のFPGAٕज़を使用して։ൃされたߴ඼位なプロセッサー。きわめて低いレ
イテンシーでサンプリングレート96kHz�のߴ音質を提供します。

●システムを簡単にૢ作

スマートなGUIを持つAHM�System�Managerは、特別なトレーニングを受けなく
てもパワフルなオーディオ・システムの構築が可能。Custum�Controlは、会場を使
用するユーザーのオーディオスキルやデバイスに合わせたわかりすいը໘を提供し
ます。

●的֬なサウンドマネジメント

೔々のۀ຿に適したଟくの機能を搭載し、的֬なサウンドマネジメントを提供します。
▪AMM（オートマチック・マイクミキサー）
▪ANC（アンビエントノイズ補正）機能
▪ダッキング機能
▪イベントスケジュール管理
▪入出力にPEQ、ダイナミクス、ディレイ౳、必要なエフェクターを装備。
▪Dante�に対応可能なネットワーク・カードを用ҙ。
▪ユーザープロファイル機能
▪管理者を含むૢ作者のアクセスを制限したり、選択した機能を保ޢ。�
▪2×2のGPIOを標準装備
▪System�Managerソフトウェアは、Mac/Winに対応。
▪Custom�Controlアプリは、各デバイスに対応可能。
▪ステレオ再生機能を内蔵。
▪Crestron、AMX、Extronなどサードパーティ੡の機器からもコントロール可能。

AHM-16 AHM-32 AHM-64
入出力チャンネル数 8×8 12×12 12×12
マトリクス 16×16 32×32 64×64
SLink オプション（SLinkカードをI/Oポートにૠ入） 内蔵
I/0 ポート ʓ
フロントύネルը໘ ʓ ー
ソフトキー 4 8 ー
GPI0 2×2
DC ిݯ ー ー 12V
AMM 1 4 8
接続可能なリモコンの数（IP1、IP6、IP8） 8、2、2 32、8、8 64、16、16
ユーβープロファイル 4 16 32
AEC ー オプション（M-AHM-32） オプション（M-AHM-64）
リア用ラックマウントキット ー ー オプション（AHM-64-R,）

AHM-64 / -32 / -16 

Option

M-AHM-64 オープンプライス

AHM-64用AECモジュール

M-AHM-32 オープンプライス

AHM-32用AECモジュール

仕様
⿏12チャンネルAEC
⿏150ms�FIRフィルター
エコーNLP（ノンリニアॲ理）ཹ࢒⿏

⿏入力チャンネルにインサート
　ファーエンド：AGC（自動ゲイン制御）
　ニアエンド：ゲート
⿏バックグラウンドノイズ低減
⿏スピーチܕコンフΥートノイズ

ԕִ஍からの会議やミーティングへのࢀ加がますます一般的になるத、すべてのࢀ加者が明瞭に理
ղできるようなߴ඼質のオーディオは非常にॏ要です。ԕִ஍のࢀ加者は、自分の੠が会議ࣨのス
ピーカーで再生され、複数のマイクでरわれてൃ信者にฦされることによって、気がࢄるようなエ
コーを経ݧすることがଟく、会議のྲྀれにਂࠁなࢧোをきたすことがあります。

ALLEN�＆�HEATHのAEC（エコーキャンセラー）は、ԕִ஍のࢀ加者の音੠に含まれる「エコー」と、
ࣨ内音響にىҼするཹ࢒ノイズを効Ռ的にݕ出し、専用のハードウェアॲ理によってෆ要な音੠を
最小化。その݁Ռ、会議のࢀ加者શһにとって、よりクリアでշ適なリスニングڥ؀を提供します。

⾣AEC（Acoustic Echo Cancelling）モジϡール

˝小規模ళฮでの使用例
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Connecting to AHM Series
AHM-64

AHM-32

AHM-16

GX4816

DX32

DX168

DXを冠したI/O拡張ユニットへ

M-SQ-DANT64（Dante64×64カード）
オープンプライス

Danteネットワーク用。96kHz/48kHz、
64×64チャンネル。SQ�Seriesのファー
ムウエアVer1.5以上で使用可。

M-SQ-WAVES3（WAVESカード）
オープンプライス

Waves�SoundGridネットワーク用。
96kHz/48kHz、64×64チャンネル。

M-SQ-SLINK（SLinkカード）
オープンプライス

SQ�SeriesコンソールにSLinkポートを追
加。内蔵のSLinkポートと同じ機能。

M-SQ-MADI（MADIカード）
オープンプライス

MADIインターフェース。96kHz/48kHz、
64×64チャンネル。2つのBNC入出力が
ペアになっているため、スプリットまたは
リダンダントのセットアップが可能。IN/
OUTの2つの機能を持つBNCワードク
ロック接続により、SQ�Seriesコンソール
と他の機器との同期が可能。

Networking 
Card

例）AHM-64のSLinkポートを使用した接続

M-SQ-DANT32（Dante32×32カード）
NEW オープンプライス

Danteネットワーク用。96kHz/48kHz、
32×32チャンネル。SQ�Seriesのファー
ムウエアVer1.5以上で使用可。
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マルチユーザーインターフェース
例えば、バーテンダーにはシンプルなܞଳ電࿩のインターフェースを提供し、AV
オペレーターはタブレットでレベルとルーティングにアクセスし、ラップトップ
ではよりแׅ的なコントロールを行うことができます。
Custom�Controlアプリを実行しているデバイスは、ࢦ定されたユーザー・プロ
ファイルでシステムにログインすることができ、ユーザーをパスワードで保ޢし
て、セキュリティを強化することもできます。

フルカスタマイズ
すべてのレベル、ミュート、センドへのアクセスに加え、プリセット
のݺび出し、ソースの選択、メーターのදࣔが可能です。タブを設定
することで、複数のコントロールページやゾーンに؆୯にアクセス
できます。コントロールデザインのライブラリが用ҙされており、会
場に合わせてカスタムグラフィックを追加することも可能です。

CC-7 & CC-10
Custom Control用タッチパネル
オープンプライス

CC-7とCC-10は、デスクトップまたはウΥールマウント用のコン
トロール・タッチパネルです。Custom�Controlアプリが搭載され
ており、シンプルな音楽ソースの選択から、レベルコントロール、
プリセットのݺび出し、ページングまで、タッチスクリーンでૢ作
できます。IPリモート・コントローラー（→p.40）の୅わりとなる੡
඼です。

Custom Control AHM、dLive、Avantis対応　音響システムコントロールアプリ

。なオーディオを管理・コントロールࡶ設など、設備会場の複ࢪۀ設、ଟ໨的ϗール、঎ࢪҭڭ
会場を使用するユーザーのレベルやデバイスに合わせてアプリを設計し、複数のインターフェースを提供できます。
※iOS�/�Android�/�Windows�/�Macに対応。

Option CC-STN：デスクスタンド
CC-BR,：ウΥールマウントブラケット

Software AHM 

System Manager システム構築ソフトウェア

直感的なૢ作で、ਝ଎なシステム構成が可能。
I/Oルーティングや各エリアのページング、音੠഑信、スピーカープロセッシングの設定や調整を行います。
※Mac/Windows�OS�に対応。

˛�Channels�view ˛�Assign�view
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IP1 オープンプライス

小型かͭシンプルなウォールプレート。
ٕज़者でないユーザーにも便利で
簡単なコントロールをఏڙします。

▪�音楽ソースの選択、レベルコントロール、またはプリセットのݺび出し
▪�プッシュ＆ターン式ロータリーとLCDディスプレイを搭載
▪�TCP/IP、PoE対応
▪�US（Decora）とEUの2つのバリエーション、ブラックとϗワイト
※フェイスプレートは付ଐしません

仕様
⿏�ネットワーク：Fast�Ethernet�100MBps
⿏�PoE（802.3af：15.4W）またはPoE+（802.3at：30.0W）
⿏�ফඅ電力：2.5W
⿏�寸法（W×H×D）・質量：
�IP1-EU�50×50×32mm、70g
IP1-US�45×106×25mm、100g

IP1-WH-EU
IP1-BK-EU

IP1-WH-US
IP1-BK-US

仕様
⿏�ネットワーク：Fast�Ethernet�100MBps
⿏�PoE（802.3af：15.4W）またはPoE+（802.3at：30.0W）
接続したIP6�1ユニットにつき10Wを供څ
⿏�֎෦DC電12+：ݯV、360mA
⿏�ফඅ電力：5W
⿏�寸法（W×H×D）・質量：227×55×150mm、1.5kg

IP6 オープンプライス

�個のプッシϡ・アンド・ターンࣜ
ロータリーエンコーダ

▪�ワイヤレスのIEMやパーソナル・モニタリングシステムとしても使用可能
▪�6レイヤー
▪�PoEまたは֎෦12V電ݯ

Option AB8999：マイクスタンドऔ付ブラケット
AA8705：ϔッドϗンハンΨー
IP6-ME-MOUNT：ウΥールマウントブラケット

仕様
⿏ネットワーク：Fast�Ethernet�100MBps
⿏�PoE+څ電：30.0W（802.3at）※PoE+څ電のみに対応
接続したIP8�1ユニットにつき25Wを供څ
⿏֎෦DC電12+：ݯV、2.1A
⿏ফඅ電力：25W
⿏寸法（W×H×D）・質量：291×61×205mm、2.5kg

IP8 オープンプライス

�ຊのモーターライズドフェーダーを搭載。
dLiveやAvantisの௥Ճフェーダーやサーフェスレスの
ミキシングシステムとして、ϋンズオンコントロールを可能にします。

▪��8モーターライズドフェーダー
▪��6レイヤー
▪��PoE+または֎෦12V�PSU
▪��台࠲やՈ۩にऔり付けて使用することもできます。

Option IP8-MOUNT：マウントキット

Remote Control
IP Seriesのリモートコントローラーは、ඪ४的なTCP/IPネットワークをհしてdLive/Avantisミキシングシステムと接続。
ଞのコントローラーやコンϐϡーター、サードパーティのデバイスにもイーサネットを使用してネットワークを簡単に構築できます。
コントロールと機能は、サーフェスまたはPC/Mac用のDirectorソフトウェアを使ͬてプログラムします。
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GR4 1U オープンプライス

アナログ・ソーンミキサー

最大�ͭのκーンのミキシング
;1と;2への入力を個別にミックスし、選択してコントロール可能。;3と;4への
ミックス出力は、内෦ジャンパーにより複数のオプションを設定可能。

ダイナミクス
すべてのマイク入力にゲインと2バンドEQを、さらに;1と;2出力にも2バンド
EQを搭載。

プライマリーマイクモード
MIC1の入力やページングを感஌すると、音楽はあらかじめ設定されたレ
ベルまでフェードされ、アナウンスの間はMIC2-4がミュートされる機能。�
※�ゲイン/ボリュームの設定が؆୯に変更できないように、ロータリーコント
ロールをऔり֎して付ଐのキャップをऔり付けられます。

選択可能なモード
プライマリ/セカンダリマイクモード
୯७なページングアナウンスなど、֊૚化されたマイクフィードの制御に最適。

エマージェンシーマイクモード
時にサードパーティのシステムとซ用するためのモード。アラーム接఺がٸۓ
ดじると、MIC1以֎のすべての入力をミュートします。

ジュークボックスモード
録音されたアナウンスやスポーツチャンネルなどの൪組素材をシステムに優ઌ
的に入力。

高౓な機能
プログラミングモードに入ると、以下のパラメーターを調整することが可能。
・ダッカーの減ਰ量
・ダッカーのϗールドタイム
・ダッカーのリリースタイム
・ミュージック・クロスフェード・タイム
・ジュークボックスのϗールドタイム
・ジュークボックスのリリースタイム

●バー、レストラン、ళฮ、レジャーࢪ設など小規模঎ࢪۀ設のBGMやϖージングをシンプルにコントロール。
●4ͭのκーンへのग़力が可能。
●ϖージング機能や࿥音されたアナウンスを༏ઌ的に入力するモードなど通ৗۀ຿に便利な機能を搭載。
●オプションでウォールプレートやリモコンを用意。
●෇ଐのۚ۩でラックマウント可能。

Option●ੇ๏ਤ

PL-14 オープンプライス

リモートコントロール用ウォールプレート

▪�ロータリー式ボリュームコントロール、4つのソース
セレクトスイッチ
▪�CAT5eまたはそれ以上のケーブルで接続
▪�R+45リンクスルーコネクターによってコントロー
ラーの追加が可能（最大2台まで）

付ଐのۚ۩でラックマウントが可能。
トルクスネジも付ଐしています。

ラックマウントキット

M3�トルクス�ネジ
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dLive S7000 dLive S5000 dLive S3000 dLive DM64 dLive DM48 dLive DM32 dLive DM0

入出力ੑ能

フェーダー数 36 28 20 －

ディスプレイ数 2 2 1 －

入力チャンネル － － － 128

バス － － － 64（グループ、FX、AUX、マトリクス、メインの૯数）

内ଂエフェクター － － － 16

ローカルI/0

アφログ入力

マイク/ライン入力
8 64 48 32

－
（バランスXLR、+48Vファンタム電ݯ） （バランスXLR、+48Vファンタム電ݯ）

入力感౓ －60�～�+15dBu －60�～�+15dBu －

アφログήイン +5�～�+60dB、1dBステップ +5�～�+60dB、1dBステップ －

ύッド －20dB�アクティブパッド －20dB�アクティブパッド －

最大入力レベル +30dBu（PAD�in） +30dBu（PAD�in） －

入力インϐーダンス ʼ4kЊ（Pad�out）、̓ 10kЊ（Pad�in） ʼ4kЊ（Pad�out）、̓ 10kЊ（Pad�in） －

マイク౳Ձ入力ϊイζ －127dB（150Њ�ソース） －127dB（150Њ�ソース） －

デジタル入力
AES3 2（バランスXLR、�110Њ） － －

サンプリングレート 32k～192kHz（バイパスオプション付き） － －

アφログ出力

ライン出力 8
（バランスXLR）

32
（バランスXLR）

24
（バランスXLR）

16
（バランスXLR）

－

出力インϐーダンス ʻ75Њ ʻ75Њ －

定֨出力 +4dBuʹ0dBのଌ定஋ +4dBuʹ0dBのଌ定஋ －

最大出力レベル +22dBu +22dBu －

出力ϊイζཹ࢒ －92dBu（ミュート20～20kHz）
－90dBu（ミュート20～40kHz）

－92dBu（ミュート20～20kHz）
－90dBu（ミュート20～40kHz）

－

デジタル出力
AES3 3（バランスXLR、110Њ） － －

サンプリングレート 96kHz、48kHz、44.1kHz�切り替え可能 － －

接続୺ࢠ

gigaACE 2 2

DX Link 2 4

オプションカードスロット 2 3

ME接続ઐ用 48kHzポート － 1

ネットワークポート 2×R+45 2×R+45

ワードクロックI/0 2×BNC 2×BNC

US#-A 3 －

֎෦ディスプレイ 1×VGA －

ϔッドϗン出力 1/4�フΥーン×1、
1/8�フΥーン×2

1/4�フΥーン×1、
1/8�フΥーン×1

1

システム
XLR入力ʙ
XLR出力、
20-20kHz、
ϛニマムήイン、
ύッドなし

ダイφϛックレンジ 110dB 110dB －

S/N －92dB －92dB －

प೾数レスポンス 20Hz～30kHz�+0/－0.8dB 20Hz～30kHz�+0/－0.8dB －

THD�N（アφログ入力から出力） 0.0015ˋ�!+16dBu出力、1kHz�0dBゲイン 0.0015ˋ�!+16dBu出力、1kHz�0dBゲイン －

ϔッドルーム +18dB +18dB －

内෦動作レベル 0dBu 0dBu －

d#'S アライメント +18dBuʹ0dBFS�
（+22dBu�ˏXLR出力）

+18dBuʹ0dBFS�
（+22dBu�ˏXLR出力）

+18dBuʹ
0dBFS

メーターキャリブレーション 0dB�メーターʹ－18dBFS�
（+4dBuˏXLR出力）

0dB�メーターʹ－18dBFS�
（+4dBu�ˏXLR出力）

0dB�meterʹ
－18dBFS

メーターϐークインジケーション －3dBFS�
（+19dBu�ˏXL出力）

－3dBFS�
（+19dBu�ˏXL出力）

－3dBFS

サンプリングレート 96kHz�+/－�20PPM 96kHz�+/－�20PPM

AD/DA コンバーター 24bit 24bit

レイテンシー

0.7�ms�
（MixRack�XLR入力～�XLR出力、入力～ミックス）

0.7�ms�
（MixRack�XLR入力～�XLR出力、入力～ミックス）

－

+5サンプル、サーフェス～MixRack（gigaACE）
+8サンプル、DX32～MixRack（DX�Link）

+5サンプル、サーフェス～MixRack（gigaACE）
+8サンプル、DX32～MixRack（DX�Link）

ݯి
100V�AC、50/60Hz

PSUスロット×2（リダンダント電ݯ対応）
※出ՙ時は1台のみ

100V�AC、50/60Hz
PSUスロット×2（リダンダント電ݯ対応）

※出ՙ時は1台のみ

100V�AC、
50/60Hz

リダンダント電ݯ
内蔵

ফඅి力
最大300W（MPS16�V1�300W）*
最大250W（MPS16�V2�250W）*
※電ݯユニットにফඅ電力をه載

最大300W（MPS16�V1�300W）*
最大250W（MPS16�V2�250W）*
※電ݯユニットにফඅ電力をه載

最大90W
（各電ݯ）

寸法（8×H×D） 1325×413×
728mm

1115×413×
728mm

870×413×
728mm

482.6×458×
313mm、10U

482.6×369×
313mm、8U

482.6×325×
313mm、7U

482.6×176×
355mm、4U

質量 約41kg 約35kg 約28kg 約21kg 約17.5kg 約15kg 約12kg

dLive S Class
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dLive C3500 dLive C2500 dLive C1500 dLive CTi1500 dLive CDM64 dLive CDM48 dLive CDM32

入出力ੑ能

フェーダー数 24 20 12 12 －

ディスプレイ数 2 1 1 1 －

入力チャンネル － 128

バス － 64（グループ、FX、AUX、マトリクス、メインの૯数）

内ଂエフェクター － 16

ローカルI/0

アφログ入力

マイク/ライン入力
6 64 48 32

（バランスXLR、+48Vファンタム電ݯ） （バランスXLR、+48Vファンタム電ݯ）

入力感౓ －60�～�+15dBu －60�～�+15dBu

アφログήイン +5�～�+60dB、1dBステップ +5�～�+60dB、1dBステップ

ύッド －20dB�アクティブパッド －20dB�アクティブパッド

最大入力レベル +30dBu（PAD�in） +30dBu（PAD�in）

入力インϐーダンス ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

マイク౳Ձ入力ϊイζ －127dB（150Њ�ソース） －127dB（150Њ�ソース）

デジタル入力
AES3 1（バランスXLR、110Њ） －

サンプリングレート 32k～192kHz（バイパスオプション付き） －

アφログ出力

ライン出力 6
（バランスXLR）

32
（バランスXLR）

24
（バランスXLR）

16
（バランスXLR）

出力インϐーダンス ʻ75Њ ʻ75Њ

定֨出力 +4dBuʹ0dBのଌ定஋ +4dBuʹ0dBのଌ定஋

最大出力レベル +22dBu +22dBu

出力ϊイζཹ࢒ －92dBu（ミュート20～20kHz）
－90dBu（ミュート20～40kHz）

－92dBu（ミュート20～20kHz）
－90dBu（ミュート20～40kHz）

デジタル出力
AES3 1（バランスXLR、110Њ） －

サンプリングレート 96kHz、48kHz、44.1kHz�切り替え可能 －

接続୺ࢠ

gigaACE 1 1

DX Link 1 2

オプションカードスロット 1 1

ME接続ઐ用 48kHzポート － 1

ネットワークポート 2×R+45 2×R+45

ワードクロックI/0 1×BNC 1×BNC

US#-A 2×USB－A －

֎෦ディスプレイ 1×VGA －

ϔッドϗン出力 1/4�フΥーン×1、1/8�フΥーン×1 1

システム
XLR入力ʙ
XLR出力、
20-20kHz、
ϛニマムήイン、
ύッドなし

ダイφϛックレンジ 110dB 110dB

S/N －92dB －92dB

प೾数レスポンス 20Hz～30kHz�+0/－0.8dB 20Hz～30kHz�+0/－0.8dB

THD�N（アφログ入力から出力） 0.0015ˋ�!+16dBu出力、
1kHz�0dBゲイン

0.0015ˋ�!+16dBu出力、
1kHz�0dBゲイン

ϔッドルーム +18dB +18dB

内෦動作レベル 0dBu 0dBu

d#'S アライメント +18dBuʹ0dBFS�
（+22dBu�ˏXLR出力）

+18dBuʹ0dBFS�
（+22dBu�ˏXLR出力）

メーターキャリブレーション 0dB�メーターʹ－18dBFS�
（+4dBuˏXLR出力）

0dB�メーターʹ－18dBFS�
（+4dBuˏXLR出力）

メーターϐークインジケーション －3dBFS�
（+19dBu�ˏXL出力）

－3dBFS�
（+19dBu�ˏXL出力）

サンプリングレート 96kHz�+/－�20�PPM 96kHz�+/－�20�PPM

AD/DA コンバーター 24bit 24bit

レイテンシー
0.7�ms（MixRack�XLR入力～�XLR出力、入力～ミックス）

+5サンプル、サーフェス～MixRack（gigaACE）
+8サンプル、DX32～MixRack（DX�Link）

0.7�ms（MixRack�XLR入力～�XLR出力、入力～ミックス）
+5サンプル、サーフェス～MixRack（gigaACE）
+8サンプル、DX32～MixRack（DX�Link）

ݯి 100V�AC、50/60Hz
シングル電ݯ

100V�AC、50/60Hz
シングル電ݯ

ফඅి力 �最大110W 最大175W

寸法（8×H×D） 885×325×
665mm

775×325×
665mm

485×325×
665mm

440×337×
644mm

481.6×354.5×
309mm、8U

481.6×310×
309mm、7U、

481.6×221×
309mm、5U

質量 約28kg 約24.5kg 約18kg 約11.5kg 約13.5kg 約12kg 約10kg

dLive C Class
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Avantis
Avantis

入出力ੑ能

フェーダー数 24

ディスプレイ数 2

入力チャンネル 64

バス 42

内ଂエフェクター 12

ローカルI/0

アφログ
入力

マイク/ライン
入力

12
（バランスXLR、+48Vファンタム電ݯ）

入力感౓ －60�～�+15dBu

アφログήイン +5�～�+60dB、
1dBステップ

ύッド －20dB�アクティブパッド

最大入力レベル +30dBu（PAD�in）

入力
インϐーダンス

ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

マイク
౳Ձ入力ϊイζ －127dB（150Њ�ソース）

デジタル
入力

AES3 1（バランスXLR、110Њ）

サンプリング
レート

32k～192kHz
（バイパスオプション付き）

アφログ
出力

ライン出力 12（バランスXLR）

出力
インϐーダンス ʻ75Њ

定֨出力 +4dBuʹ0dBのଌ定஋

最大出力レベル +22dBu

出力ϊイζཹ࢒ －95dBu�（ミュート20～22kHz）
－90dBu�（ミュート0～80kHz）

デジタル
出力

AES3 2
（バランスXLR、110Њ）

サンプリングレート

96kHz、
48kHz、
44.1kHz�
切り替え可能

接続୺ࢠ

SLink 1

オプションカードスロット 2

ネットワークポート 2×R+45

ワードクロックI/0 1×BNC

US# USB2.0×1（എ໘：Type-A）、
USB3.0×1（前໘：Type-A）

ϔッドϗン出力 1/4�フΥーン×1、
3.5mmステレオミニ×1

システム
XLR入力ʙ
XLR出力
20-40kHz
ϛニマム
ήイン
ύッドなし

ダイφϛックレンジ 109dB

S/N －92dB

प೾数レスポンス 20Hz～30kHz�
+0/－0.8dB

THD�N
（アφログ入力から出力）

0.0015ˋ
!+16dBu出力、
1kHz�0dB�ゲイン

ϔッドルーム +18dB

内෦動作レベル 0dBu

d#'S アライメント +18dBuʹ0dBFS（+22dBu�ˏXLR出力）

メーター
キャリブレーション

0dBメーターʹ－18dBFS
（+4dBuˏXLR出力）

メーターϐーク
インジケーション

－3dBFS
（+19dBu�ˏXLR出力）

サンプリングレート 96kHz

ݯి 100V�AC、50/60Hz

ফඅి力 最大150W

寸法（8×H×D） 917×269×627mm

質量 約26kg
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SQ-7 SQ-6 SQ-5 SQ-Rack

入出力ੑ能

フェーダー数 32+1 24+1 16+1 0

ディスプレイ数 1

入力チャンネル 48（HPF、PEQ、Gate、Comp、Delayを有するプロセッシング）

バス（ॲཧ能力） 32（12streo/mono�ミックス・バス、3stereoマトリクス、LR出力の合計）

内ଂエフェクター 8�専用ステレオリターン装備（Deepプラグイン・ソフト/オプションに対応）

ローカルI/0

アφログ
入力

マイク/ライン
入力 32 24 16

入力感౓ －60～+0dBu

アφログήイン 0dB�～�+60dB、1dBステップ

ύッド －20dB�切替パッド

最大入力レベル +30dBu

入力
インϐーダンス ʼ5kЊ

THD�N
（ユニティήイン0d#）

0.002ˋ�－92dBu
（20Hz～20kHz、AES�ダイレクトアウト、!0dBu�1kHz）

THD�N
（Midήイン �30d# ）

0.003ˋ�－91dBu
（20Hz～20kHz、AES�ダイレクトアウト、!－30dBu�入力�1kHz）

ライン入力 3

ST1、ST2 バランス1/4��TRS

ST3 アンバランス3.5mmミニSTフΥーンジャック

入力感౓ ST1、ST2�：+4dBu、ST3：0dBu�

トリム +/－24dB

最大入力レベル ST1、ST2�：+22dBu、ST3：+18dBu

入力
インϐーダンス ʼ7kЊ

アφログ
出力

ライン出力 16+2
（XLR×16、バランスTRS×2）

14+2
（XLR×14、バランスTRS×2）

12+2
（XLR×12、バランスTRS×2）

出力
インϐーダンス ʻ75Њ

定֨出力 +4dBuʹ0dB�のଌ定஋

最大出力レベル +22dBu

出力ϊイζཹ࢒ －90dBu（ミュート20Hz～20kHz）

デジタル
出力

AES3 1（バランスXLR、110Њ）

サンプリングレート 96kHz、48kHz、44.1kHz�切り替え可能

接続୺ࢠ

SLink 1×R+45

オプションカードスロット 1

ネットワークポート 1×R+45

US# USB2.0×2（എ໘：Type-B、前໘：Type-A）

ϔッドϗン出力 1/4�フΥーン×1

システム
XLR入力ʙ
XLR出力、
0d#ήイン、
0d#u入力

ダイφϛックレンジ 112dB

प೾数レスポンス +0/－0.5dB�20Hz～20kHz

THD�N
（Mic/LineからメインL/R出力） ユニティゲイン・フェーダー!0dB、0.006ˋ、－84dBu（20Hz～20kHz）

ϔッドルーム +18dB

内෦動作レベル 0dBu

d#'S アライメント +18dBuʹ0dBFS（+22dBu�ˏXLR出力）

メーター
キャリブレーション 0dB�meterʹ－18dBFS（+4dBu�ˏXLR出力）

ϐークインジケーション －3dBFS
（+19dBu�ˏXLR�out）、マルチポイントセンシング

サンプリングレート 96kHz

レイテンシー ʻ0.7mS、ローカルマイク入力～メインL/R

ݯి 100V�AC、50/60Hz

ফඅి力 110W 90W 75W

寸法（8×H×D） 804×198×514.9mm 638×198×514.9mm 440×198×514.9mm 430×173×214mm

質量 約17.8kg 約14.5kg 約10.5kg 約5.8kg

SQ
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Qu-5 Qu-5D Qu-6 Qu-6D Qu-7 Qu-7D

入出力ੑ能

フェーダー数 16+1 24+1 32+1

ディスプレイ数 1

入力チャンネル 38

バス 24（6+6ステレオAUX/GRP、4マトリクス）

内ଂエフェクター 6専用ステレオリターン装備（Deepプラグイン・ソフト/オプションに対応）

ローカルI/0

アφログ
入力

マイク/ライン入力 16モノラル/ステレオリンク（コンボ）

入力感౓ －60～+0dBu

アφログήイン 0dB～+60dB、1dBステップ

ύッド －20dBパッド（ݻ定）

最大入力レベル +16dBuマイク入力/+30dBu�TRSパッド入力

THD�N（ユニティー） 0.002��－92dB（20Hz～20kHz、AESダイレクトアウト、!0dBu�1kHz）

THD�N（Mid） 0.004��－88dB（20Hz～20kHz、AESダイレクトアウト、!－30dBu�1kHz）

ライン入力 バランス1/4×2、ܕインチTRSジャック

入力感౓ +4dBu

トリム ʶ24dB

最大入力レベル +21dBu

入力インϐーダンス �6kЊ

アφログ
出力

XLR出力 バランスܕ、XLR

出力A/# バランス1/4ܕインチTRSジャック

ソース フルパッチ可能

出力インϐーダンス <75Њ

定֨出力 +4dBu�0dBメーターදࣔ

最大出力レベル +22dBu

出力ϊイζཹ࢒ －88dBu（ミュート時、20Hzd20kHz）

デジタル出力 バランスܕXLR2チャンネル、96kHzサンプリングレート（デフΥルトでSRCバイパス時）、
切り替え可能な出力サンプリングレート、44.1/48/88.2/96kHz、2.5Vppバランスऴ端110Њ

接続୺ࢠ

SLink

接続 Neutrik�EtherCON�（R+45）

dSnakeモード 40入力、20+40（ME）出力チャンネル、48kHz

DXモード 32入力、32出力チャンネル、96kHz

gigaACE/GX 128入力、128出力チャンネル、96kHz

入出力 フルパッチ可能

ಉظ/SRC オーディオクロックソースとして割り当て可能、48kHz<�96kHz�SRC

Dante

（2u-�D、2u-6D、2u-�Dのみ） 16入力、16出力チャンネル、48/96kHz動作

入出力 フルパッチ可能

ಉظ/SRC オーディオクロックソースとして割り当て可能、48kHz<�96kHz�SRC

US#オーディオ

2u-Drive USB-AまたはSDカード、録音または再生

ステレオ࿥音（US#-A） 2チャンネル、WAV、48/96kHz、24bit、フルパッチ可能

ステレオ࠶生（US#-A） 1/2チャンネル、WAV、44.1/48/96kHz、16/24bit、フルパッチ可能

マルチトラック࿥音/
生（SDHC）࠶ 16チャンネル96kHz、32チャンネル48kHz、24bit、WAV、フルパッチ可能

SDカード SDHC、32GB、UHS-I、Class10（最大チャンネル数、48/96kHz、24bit対応）

US#オーディオ
ストリーϛング USB-C接続、USB2.0Core�Audio対応、Windows用ASIO/WDM

センド/リターン 32チャンネル、48/96kHz、24bit

システム

ダイφϛックレンジ 110dB

प೾数レスポンス +0/－0.5dB、20Hzd20kHz

THD�N 定֨ゲイン、0.005�、－87dB（20Hz～20kHz）

ϔッドルーム 18dB

内෦動作レベル 0dBu

d#'Sアラインメント +18dBu�0dBFS（XLR�出力時+22dBu）

メーターキャリブレーション 0dB�メーター�－18dBFS（+4dBu�時にXLR�出力）

ϐークインジケーション －3dBFS（+19dBu�時にXLR�出力）、マルチポイントセンシング

サンプリングレート 96kHz

レイテンシー <0.7ms、ローカルマイク入力からメインL/R

ݯి AC100V、50/60Hz

ফඅి力 70W 75W 90W 95W 105W 110W

寸法（8×H×D） 440×213×475mm 609×213×475mm 800×213×475mm

質量 約10kg 約13.5kg 約16.7kg

Qu
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I/O Expander
GX4816 DX32 DX012 DX168 DX164-W DX88-P AR2412 AB168 AR84 DT168 DT164-W

入力

アφログ
入力

マイク/ライン
入力

48
（バランス
XLR、

+48Vファン
タム電ݯ）

˒最大32
（バランス
XLR、

+48Vファン
タム電ݯ）

－
16

（バランスXLR、
+48Vファンタム電ݯ）

8
（バランス
ユーロブロック、
+48Vファンタ
ム電ݯ）

24
（バランス
XLR）

16
（バランス
XLR）

8
（バランス
XLR）

16
（バランスXLR、

+48Vファンタム電ݯ）

入力感౓ －60d+15dBu － －60d+15dBu －60d+15dBu －60d+15dBu

アφログήイン +5d+60dB、1dBステップ － +5d+60dB、1dBステップ +5d+60dB、1dBステップ +5d+60dB、1dBステップ

ύッド －20dBアクティブパッド － －20dBアクティブパッド －20dB －20dBアクティブパッド

最大入力レベル +30dBu（PAD�in） － +30dBu（PAD�in） +30dBu +32dBu +30dBu（PAD�in）

入力
インϐーダンス

ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

－
ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

ʼ4kЊ（Pad�out）、
ʼ10kЊ（Pad�in）

マイク
౳Ձ入力ϊイζ －127dB（150Њ�ソース） － －127dB（150Њ�ソース） －127dB（150Њ�ソース） －127dB（150Њ�ソース）

デジタル
入力

AES3 －
˒最大32
（バランス
XLR、110Њ）

－ － － － － － － －

サンプリング
レート －

32k～192kHz
（バイパスオプ
ション付き）

－ － － － － － － －

出力

アφログ
出力

ライン出力
16

（バランス
XLR）

˒最大32
（バランス
XLR）

最大12
（バランス
XLR）

8
（バランス
XLR）

4
（バランス
XLR）

8
（バランス
ユーロブロック）

12
（バランス
XLR）

8
（バランス
XLR）

4
（バランス
XLR）

8
（バランス
XLR）

4
（バランス
XLR）

出力
インϐーダンス ʻ75Њ ʻ60Њ ʻ75Њ ʻ75Њ ʻ75Њ

定֨出力 +4dBuʹ0dBのଌ定஋
+4dBuʹ
0dBのଌ定஋

+4dBuʹ0dBのଌ定஋ +4dBuʹ0dBのଌ定஋ +4dBuʹ0dBのଌ定஋

最大出力レベル +21dBu +22dBu +22dBu +22dBu +22dBu +21dBu +22dBu +22dBu +22dBu +22dBu

出力ϊイζཹ࢒

－95dBu
（ミュート、
20Hz～
22kHz）

－92dBu
（ミュート、
20Hz～
20kHz）

－95dBu
（22Hz～
22kHz）

－92dBu
（ミュート、20Hz～20kHz）

－91dBu
（ミュート、
20Hz～
20kHz）

－91dBu
（ミュート、20Hz～20kHz）

－92dBu
（ミュート、20Hz～20kHz）

デジタル
出力

AES3 －
˒最大32
（バランス
XLR、110Њ）

最大8
（バランス
XLR、110Њ）

－ － － － －

サンプリング
レート －

96kHz、
48kHz、
44.1kHz�
切り替え可能

96kHz、
88.2kHz，
48kHz、
44.1kHz�
切り替え可能

－ － － － －

接続୺ࢠ

GX Link 1 － － － － － － －

DX Link 2 2 2 2 2 － － －

ME/dSNAKE － － － － － 3 2 －

Dante － － － － － － － 2

オプションカード
スロット － 4 － － － － － －

ݯి 100V�AC、
50/60Hz

100V�AC、
50/60Hz
PSUスロット
×2（リダンダ
ント電ݯ対応）
※出ՙ時は1台のみ

100V�AC、
50/60Hz

100V�AC、
50/60Hz

12V�DC
（֎෦電ݯ）、
最大3.3A

100V�AC、
50/60Hz

100V�AC、
50/60Hz

ফඅి力 最大90W

最大300W
（MPS16�V1�
300W）*
最大250W
（MPS16�V2�
250W）*

※AC電ݯアダ
プターにফඅ
電力をه載

最大35W 最大35W 最大35W 最大39.6W 最大70W 最大40W 最大20W 最大40W 最大35W

寸法（8×H×D）

481.6×
221.5×
255mm、5U
：含むH٭）
229.5mm）

433×177×
290mm、
4U

482.6×
48.2×
214.7mm、
1U

416.55×
182.1×
189mm

210×210×
87mm

216.5×
42.8×
195.4�mm

482.6×
132.5×
219.4mm、
3U

：含むH٭）
136.7mm）

416.55×
182.1×
189mm

482.6×
44×

217.8mm、
1U

：含むH٭）
48.2mm）

416.55×
182.1×
189mm

210×210×
87mm

質量 約8kg 約10.5kg 約2.95kg 約4.6kg 約3.2kg 約1.51kg 約5kg 約4.8kg 約3kg 約4.6kg 約3.2kg

˒モジュールの選択により構成がҟなります。最大4モジュール（1モジュールあたり8ch）でアナログ入力、アナログ出力、AES3各種入出力の合計が32ch（8ch୯位）となります。（→p.28）



●商品を安全にお使いいただくために、設置・運用には十分な安全対策を行ってください。
●価格には、配送や設置、使用済み機器の引き取りに掛かる費用は含まれておりません。　
●商品写真は、実際の商品と一部異なる場合があります。
●掲載内容は発行時のもので、予告なく変更されることがあります。変更により発生したいかなる損害に対しても、弊社は責任を負いかねます。
●記載されている商品名、会社名等は各社の登録商標、または商標です。




